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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクティブ素子を有する複数の画素からなる表示部を備えた表示装置の駆動方法におい
て、
　画素のリフレッシュレートを少なくとも２つ設け、
　前記表示部を複数の領域に分割し、
　前記複数の領域のそれぞれに対して、前記リフレッシュレートのいずれかで画素にデー
タを書込むとともに、
　画素への書込み極性を、極性自動調整手段によって、前回までの書込み極性に基づいて
自動調整し、
　前記極性自動調整手段は、アキュームレータ、比較器、スイッチ、第１加算器、第２加
算器、交流化駆動回路、ラッチする回路、および、パルス通過許可部を備えており、
　画素のリフレッシュを行うフレーム期間にアクティブとなる信号をスキャン実行タイミ
ング信号とし、画素のリフレッシュを行わないフレーム期間にアクティブとなる信号をス
キャン非実行タイミング信号としたとき、
　前記アキュームレータは、前記アキュームレータの第１入力端子にアクティブな信号が
入力されると＋１をカウントする一方、前記アキュームレータの第２入力端子にアクティ
ブな信号が入力されると－１をカウントして、積算出力を前記比較器に入力し、
　前記比較器は、前記アキュームレータから入力される前記積算出力が０以上であれば前
記比較器の第１出力端子からアクティブな信号を出力し、前記アキュームレータから入力
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される前記積算出力が０未満であれば前記比較器の第２出力端子からアクティブな信号を
出力し、
　前記スイッチは、入力される前記スキャン実行タイミング信号がアクティブであるとき
に、前記比較器の前記第１出力端子と前記第１加算器の第１入力端子および前記ラッチす
る回路の第１入力端子との間の接続を行うとともに、前記比較器の前記第２出力端子と前
記第２加算器の第１入力端子および前記ラッチする回路の第２入力端子との間の接続を行
い、入力される前記スキャン実行タイミング信号が非アクティブであるときに、前記比較
器の前記第１出力端子と前記第１加算器の第１入力端子および前記ラッチする回路の第１
入力端子との間の遮断を行うとともに、前記比較器の前記第２出力端子と前記第２加算器
の第１入力端子および前記ラッチする回路の第２入力端子との間の遮断を行い、
　前記ラッチする回路は、入力される前記スキャン実行タイミング信号がアクティブであ
るときにラッチ動作を行って、前記ラッチする回路の前記第１入力端子への入力を前記ラ
ッチする回路の第１出力端子に出力するとともに、前記ラッチする回路の前記第２入力端
子への入力を前記ラッチする回路の第２出力端子に出力し、
　前記パルス通過許可部は、入力される前記スキャン非実行タイミング信号がアクティブ
であるときに信号の通過を許可する状態となることにより、前記ラッチする回路の前記第
１出力端子からの出力を通過させて前記第１加算器の第２入力端子に入力するとともに、
前記ラッチする回路の前記第２出力端子からの出力を通過させて前記第２加算器の第２入
力端子に入力し、
　前記第１加算器は、前記第１加算器の前記第１入力端子への入力と前記第１加算器の前
記第２入力端子への入力とを加算して、前記アキュームレータの前記第１入力端子および
前記交流化駆動回路の第１入力端子に入力し、
　前記第２加算器は、前記第２加算器の前記第１入力端子への入力と前記第２加算器の前
記第２入力端子への入力とを加算して、前記アキュームレータの前記第２入力端子および
および前記交流化駆動回路の第２入力端子に入力し、
　前記交流化駆動回路は、入力される前記スキャン実行タイミング信号がアクティブであ
るときには、前記交流化駆動回路の前記第１入力端子にアクティブな信号が入力されると
前記書込み極性を正極性とする駆動信号を発生させるとともに、前記交流化駆動回路の前
記第２入力端子にアクティブな信号が入力されると前記書込み極性を負極性とする駆動信
号を発生させ、入力される前記スキャン非実行タイミング信号がアクティブであるときに
はいずれの前記駆動信号も発生させない構成である、
ことを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記複数の領域は表示領域と非表示領域との２つの領域であり、
　前記表示領域の画素にデータを毎フレーム書込むまたは間欠書込みし、
　前記非表示領域の画素にデータを、前記表示領域の画素への書込みよりも低いリフレッ
シュレートで間欠書込みすることを特徴とする請求項１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記非表示領域とする画素への間欠書込みの周期を、表示形態、アクティブ素子の種類
、素子サイズ、対向電極の駆動法、液晶材料、補助容量ならびに前記表示領域の表示内容
および面積の少なくとも１つに基づいて決定することを特徴とする請求項２に記載の表示
装置の駆動方法。
【請求項４】
　前記非表示領域の画素に対して、画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧の実
効値と他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書込みす
ることを特徴とする請求項２または３に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記非表示領域の画素への書込み極性を、前記極性自動調整手段によって自動調整する
ことを特徴とする請求項４に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項６】
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　前記複数の領域は２つの表示領域であり、
　一方の表示領域の画素にデータを毎フレーム書込むまたは間欠書込みし、
　他方の表示領域の画素にデータを、前記一方の表示領域の画素への書込みよりも低いリ
フレッシュレートで間欠書込みすることを特徴とする請求項１に記載の表示装置の駆動方
法。
【請求項７】
　前記他方の表示領域の画素への間欠書込みの周期を、表示形態、アクティブ素子の種類
、素子サイズ、対向電極の駆動法、液晶材料、補助容量ならびに前記一方の表示領域の表
示内容および面積の少なくとも１つに基づいて決定することを特徴とする請求項６に記載
の表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記他方の表示領域の画素に対して、画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧
の実効値と他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書込
みすることを特徴とする請求項６または７に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記他方の表示領域の画素への書込み極性を、前記極性自動調整手段によって自動調整
することを特徴とする請求項８に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記複数の領域は３つ以上の領域であり、前記３つ以上の領域に対して互いに異なるリ
フレッシュレートでそれぞれの画素にデータを書込むことを特徴とする請求項１に記載の
表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記３つ以上の領域の少なくとも１つの領域の画素に対して、画素への電圧印加期間に
おける一方の極性の電圧の実効値と他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となる
ように両極性で間欠書込みすることを特徴とする請求項１０に記載の表示装置の駆動方法
。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて
自動調整することを特徴とする請求項１１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　アクティブマトリクス型の表示装置において、
　データ信号線駆動回路および走査信号線駆動回路を駆動して表示部の画素へのデータの
書込みを制御する制御信号発生回路は、少なくとも２つのリフレッシュレートによって画
素へのデータの書込みを制御することができ、前記表示部を複数の領域に分割し、前記複
数の領域のそれぞれに対して、前記リフレッシュレートのいずれかで画素へのデータの書
込みを制御し、
　画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整する極性自動調整手
段を有しており、
　前記極性自動調整手段は、アキュームレータ、比較器、スイッチ、第１加算器、第２加
算器、交流化駆動回路、ラッチする回路、および、パルス通過許可部を備えており、
　画素のリフレッシュを行うフレーム期間にアクティブとなる信号をスキャン実行タイミ
ング信号とし、画素のリフレッシュを行わないフレーム期間にアクティブとなる信号をス
キャン非実行タイミング信号としたとき、
　前記アキュームレータは、前記アキュームレータの第１入力端子にアクティブな信号が
入力されると＋１をカウントする一方、前記アキュームレータの第２入力端子にアクティ
ブな信号が入力されると－１をカウントして、積算出力を前記比較器に入力し、
　前記比較器は、前記アキュームレータから入力される前記積算出力が０以上であれば前
記比較器の第１出力端子からアクティブな信号を出力し、前記アキュームレータから入力
される前記積算出力が０未満であれば前記比較器の第２出力端子からアクティブな信号を
出力し、
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　前記スイッチは、入力される前記スキャン実行タイミング信号がアクティブであるとき
に、前記比較器の前記第１出力端子と前記第１加算器の第１入力端子および前記ラッチす
る回路の第１入力端子との間の接続を行うとともに、前記比較器の前記第２出力端子と前
記第２加算器の第１入力端子および前記ラッチする回路の第２入力端子との間の接続を行
い、入力される前記スキャン実行タイミング信号が非アクティブであるときに、前記比較
器の前記第１出力端子と前記第１加算器の第１入力端子および前記ラッチする回路の第１
入力端子との間の遮断を行うとともに、前記比較器の前記第２出力端子と前記第２加算器
の第１入力端子および前記ラッチする回路の第２入力端子との間の遮断を行い、
　前記ラッチする回路は、入力される前記スキャン実行タイミング信号がアクティブであ
るときにラッチ動作を行って、前記ラッチする回路の前記第１入力端子への入力を前記ラ
ッチする回路の第１出力端子に出力するとともに、前記ラッチする回路の前記第２入力端
子への入力を前記ラッチする回路の第２出力端子に出力し、
　前記パルス通過許可部は、入力される前記スキャン非実行タイミング信号がアクティブ
であるときに信号の通過を許可する状態となることにより、前記ラッチする回路の前記第
１出力端子からの出力を通過させて前記第１加算器の第２入力端子に入力するとともに、
前記ラッチする回路の前記第２出力端子からの出力を通過させて前記第２加算器の第２入
力端子に入力し、
　前記第１加算器は、前記第１加算器の前記第１入力端子への入力と前記第１加算器の前
記第２入力端子への入力とを加算して、前記アキュームレータの前記第１入力端子および
前記交流化駆動回路の第１入力端子に入力し、
　前記第２加算器は、前記第２加算器の前記第１入力端子への入力と前記第２加算器の前
記第２入力端子への入力とを加算して、前記アキュームレータの前記第２入力端子および
および前記交流化駆動回路の第２入力端子に入力し、
　前記交流化駆動回路は、入力される前記スキャン実行タイミング信号がアクティブであ
るときには、前記交流化駆動回路の前記第１入力端子にアクティブな信号が入力されると
前記書込み極性を正極性とする駆動信号を発生させるとともに、前記交流化駆動回路の前
記第２入力端子にアクティブな信号が入力されると前記書込み極性を負極性とする駆動信
号を発生させ、入力される前記スキャン非実行タイミング信号がアクティブであるときに
はいずれの前記駆動信号も発生させない、
ことを特徴とする表示装置。
【請求項１４】
　前記制御信号発生回路は、
　前記複数の領域として表示領域と非表示領域との２つの領域に分割し、前記表示領域と
する画素へのデータの書込みを毎フレーム行わせ、前記非表示領域とする画素へは非表示
とするためのデータを間欠書込みさせることを特徴とする請求項１３に記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記非表示領域とする画素への間欠書込みの周期を、表示形態、アクティブ素子の種類
、素子サイズ、対向電極の駆動法、液晶材料、補助容量ならびに前記表示領域の表示内容
および面積の少なくとも１つに基づいて決定することを特徴とする請求項１４に記載の表
示装置。
【請求項１６】
　前記非表示領域の各画素に対して、画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧の
実効値と他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書込み
することを特徴とする請求項１４または１５に記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記非表示領域の画素への書込み極性を、前記極性自動調整手段によって自動調整する
ことを特徴とする請求項１６に記載の表示装置。
【請求項１８】
　前記制御信号発生回路は、
　前記複数の領域として２つの表示領域に分割し、一方の表示領域の画素へのデータの書
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込みを毎フレーム行わせ、他方の表示領域の画素へはデータを間欠書込みさせることを特
徴とする請求項１３に記載の表示装置。
【請求項１９】
　前記他方の表示領域の画素への間欠書込みの周期を、表示形態、アクティブ素子の種類
、素子サイズ、対向電極の駆動法、液晶材料、補助容量ならびに前記一方の表示領域の表
示内容および面積の少なくとも１つに基づいて決定することを特徴とする請求項１８に記
載の表示装置。
【請求項２０】
　前記他方の表示領域の画素に対して、画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧
の実効値と他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書込
みすることを特徴とする請求項１８または１９に記載の表示装置。
【請求項２１】
　前記他方の表示領域の画素への書込み極性を、前記極性自動調整手段によって自動調整
することを特徴とする請求項２０に記載の表示装置。
【請求項２２】
　前記制御信号発生回路は、
　前記複数の領域として３つ以上の領域に分割し、前記３つ以上の領域に対して互いに異
なるリフレッシュレートでそれぞれの画素にデータを書込ませることを特徴とする請求項
１３に記載の表示装置。
【請求項２３】
　前記３つ以上の領域の少なくとも１つの領域の画素に対して、画素への電圧印加期間に
おける一方の極性の電圧の実効値と他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となる
ように両極性で間欠書込みすることを特徴とする請求項２２に記載の表示装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つの領域の画素への書込み極性を、前記極性自動調整手段によって自
動調整することを特徴とする請求項２３に記載の表示装置。
【請求項２５】
　前記データ信号線駆動回路は、
　前記複数の領域のうち、少なくとも１つの領域の画素へのデータの書込みを行う多階調
ドライバと、前記複数の領域のうち、前記多階調ドライバによって書込みが行われる領域
以外の領域の画素へのデータの書込みを行う２値ドライバとで構成され、
　前記制御信号発生回路は、
　前記多階調ドライバと前記２値ドライバとを択一的に駆動することを特徴とする請求項
１３ないし２４の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項２６】
　前記多階調ドライバは複数のドライバを備え、
　前記多階調ドライバの前段側のドライバの最後段のシフトレジスタからの転送パルスを
次段側のドライバの最前段のシフトレジスタへ転送する切換え回路をさらに備え、
　前記制御信号発生回路は、前記切換え回路による転送パルスの転送の許可および禁止を
制御することを特徴とする請求項２５に記載の表示装置。
【請求項２７】
　前記２値ドライバは、シフトレジスタと、前記２値ドライバの前記シフトレジスタの出
力パルスに応答して２値の映像信号をラッチするラッチ回路と、前記ラッチ回路からの出
力に応じた液晶印加電圧を選択する複数のセレクタとを備え、
　前記複数のセレクタのそれぞれをアクティブあるいは非アクティブとする転送位置指示
回路をさらに備え、
　前記制御信号発生回路は、前記転送位置指示回路による前記複数のセレクタのそれぞれ
のアクティブおよび非アクティブを制御することを特徴とする請求項２５または２６に記
載の表示装置。
【請求項２８】
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　前記走査信号線駆動回路は、ｍ段のシフトレジスタとｍ個の第１の論理回路とを備え、
　前記ｍ個の第１の論理回路のそれぞれは、前記ｍ段のシフトレジスタの対応する段から
のパルスが入力されると共に、該パルスの出力の許可および禁止を制御するためのパルス
幅制御信号が入力され、
　前記制御信号発生回路は、前記パルス幅制御信号のパルス幅を制御することを特徴とす
る請求項１３ないし２７の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項２９】
　前記走査信号線駆動回路は、前記ｍ段のシフトレジスタと前記ｍ個の第１論理回路との
間にｍ個の第２論理回路をさらに備え、
　前記ｍ個の第２論理回路のそれぞれは、前記ｍ段のシフトレジスタの対応する段の入力
パルスと出力パルスとから、前記ｍ段のシフトレジスタの対応する段からの前記パルスを
作成することを特徴とする請求項２８に記載の表示装置。
【請求項３０】
　前記走査信号線駆動回路は複数のドライバを備え、
　前記走査信号線駆動回路の前段側のドライバの最後段のシフトレジスタからの転送パル
スを、次段側のドライバの最前段のシフトレジスタへ転送するフレーム制御回路をさらに
備え、
　前記制御信号発生回路は、前記フレーム制御回路による前記転送パルスの転送の許可お
よび禁止を制御することを特徴とする請求項１３ないし２９の何れか１項に記載の表示装
置。
【請求項３１】
　前記アクティブ素子が、多結晶シリコン薄膜トランジスタからなることを特徴とする請
求項１３ないし３０の何れか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＴＦＴ等のアクティブ素子を用いる表示装置およびその駆動方法に関し、特に
表示領域の一部のみに画像を表示することができる、いわゆるパーシャル駆動が可能なも
のに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年では、画像表示装置の低消費電力化に対する要望が強くなり、たとえば携帯電話の待
受け画面のように、前記表示領域の一部のみに、情報として有意な画像を表示する前記パ
ーシャル駆動が行われている。このパーシャル駆動では、表示が行われない非表示領域の
走査時には、データ信号線駆動回路が停止し、前記低消費電力化が実現される。
【０００３】
しかしながら、パッシブ駆動の単純マトリクス型等の画像表示装置では、書込み電圧が印
加されないと非表示となるので、前記非表示領域の走査の度毎にデータ信号線駆動回路が
停止すればよい。これに対して、前記アクティブ素子を用いるＴＦＴアクティブマトリク
ス型等の画像表示装置では、前記パーシャル駆動に際して、非表示となる画素には、全体
表示時の前フレームの電荷が残留しているので、典型的な従来技術の特許文献１では、最
初のフレーム期間だけは前記非表示領域の画素にも非表示とするオフ電圧を印加し、以降
のフレームにおいては該非表示領域の画素に電圧を印加しない、すなわち前記データ信号
線駆動回路が停止することが記載されている。これによって、画素容量に比べて大容量で
あるデータ信号線の充電の機会を削減し、前記低消費電力化が図られている。
【０００４】
【特許文献１】
特開平１１－１８４４３４号公報
（公開日：平成１１年（１９９９）７月９日）
【０００５】



(7) JP 4190862 B2 2008.12.3

10

20

30

40

50

【特許文献２】
特開平５－１８８８８５号公報
（公開日：平成５年（１９９３）７月３０日）
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、近年ではまた、画像表示装置には、高精細化や動画への対応などの要望も強く
、画素へ電荷を素早く書込むために、前記アクティブ素子の移動度が高まっている。しか
しながら、アクティブ素子の移動度が高くなると、オフ時のリーク電流も大きくなり、上
述のような従来技術では、前記非表示領域の画素に表示領域の画素への書込み電圧が影響
し、該非表示領域にライン欠陥などのように見えてしまう不所望な表示が発生してしまう
という問題がある。
【０００７】
本発明の目的は、アクティブ素子を用いて表示部に表示および非表示などのように複数種
類の態様の表示を行うにあたって、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上することができ
る表示装置およびその駆動方法を提供することである。また、特に、アクティブ素子を用
いる表示装置でパーシャル駆動を行うにあたって、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上
することができる表示装置およびその駆動方法を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、アクティブ素子を有する
複数の画素からなる表示部を備えた表示装置の駆動方法において、画素のリフレッシュレ
ートを少なくとも２つ設け、前記表示部を複数の領域に分割し、前記複数の領域のそれぞ
れに対して、前記リフレッシュレートのいずれかで画素にデータを書込むとともに、画素
への書込み極性を、極性自動調整手段によって、前回までの書込み極性に基づいて自動調
整し、前記極性自動調整手段は、アキュームレータ、比較器、スイッチ、第１加算器、第
２加算器、交流化駆動回路、ラッチする回路、および、パルス通過許可部を備えており、
画素のリフレッシュを行うフレーム期間にアクティブとなる信号をスキャン実行タイミン
グ信号とし、画素のリフレッシュを行わないフレーム期間にアクティブとなる信号をスキ
ャン非実行タイミング信号としたとき、前記アキュームレータは、前記アキュームレータ
の第１入力端子にアクティブな信号が入力されると＋１をカウントする一方、前記アキュ
ームレータの第２入力端子にアクティブな信号が入力されると－１をカウントして、積算
出力を前記比較器に入力し、前記比較器は、前記アキュームレータから入力される前記積
算出力が０以上であれば前記比較器の第１出力端子からアクティブな信号を出力し、前記
アキュームレータから入力される前記積算出力が０未満であれば前記比較器の第２出力端
子からアクティブな信号を出力し、前記スイッチは、入力される前記スキャン実行タイミ
ング信号がアクティブであるときに、前記比較器の前記第１出力端子と前記第１加算器の
第１入力端子および前記ラッチする回路の第１入力端子との間の接続を行うとともに、前
記比較器の前記第２出力端子と前記第２加算器の第１入力端子および前記ラッチする回路
の第２入力端子との間の接続を行い、入力される前記スキャン実行タイミング信号が非ア
クティブであるときに、前記比較器の前記第１出力端子と前記第１加算器の第１入力端子
および前記ラッチする回路の第１入力端子との間の遮断を行うとともに、前記比較器の前
記第２出力端子と前記第２加算器の第１入力端子および前記ラッチする回路の第２入力端
子との間の遮断を行い、前記ラッチする回路は、入力される前記スキャン実行タイミング
信号がアクティブであるときにラッチ動作を行って、前記ラッチする回路の前記第１入力
端子への入力を前記ラッチする回路の第１出力端子に出力するとともに、前記ラッチする
回路の前記第２入力端子への入力を前記ラッチする回路の第２出力端子に出力し、前記パ
ルス通過許可部は、入力される前記スキャン非実行タイミング信号がアクティブであると
きに信号の通過を許可する状態となることにより、前記ラッチする回路の前記第１出力端
子からの出力を通過させて前記第１加算器の第２入力端子に入力するとともに、前記ラッ
チする回路の前記第２出力端子からの出力を通過させて前記第２加算器の第２入力端子に
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入力し、前記第１加算器は、前記第１加算器の前記第１入力端子への入力と前記第１加算
器の前記第２入力端子への入力とを加算して、前記アキュームレータの前記第１入力端子
および前記交流化駆動回路の第１入力端子に入力し、前記第２加算器は、前記第２加算器
の前記第１入力端子への入力と前記第２加算器の前記第２入力端子への入力とを加算して
、前記アキュームレータの前記第２入力端子およびおよび前記交流化駆動回路の第２入力
端子に入力し、前記交流化駆動回路は、入力される前記スキャン実行タイミング信号がア
クティブであるときには、前記交流化駆動回路の前記第１入力端子にアクティブな信号が
入力されると前記書込み極性を正極性とする駆動信号を発生させるとともに、前記交流化
駆動回路の前記第２入力端子にアクティブな信号が入力されると前記書込み極性を負極性
とする駆動信号を発生させ、入力される前記スキャン非実行タイミング信号がアクティブ
であるときにはいずれの前記駆動信号も発生させない構成である、ことを特徴とする。
　本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、アクティブ素子を有する
複数の画素からなる表示部を備えた表示装置の駆動方法において、画素のリフレッシュレ
ートを少なくとも２つ設け、前記表示部を複数の領域に分割し、前記複数の領域のそれぞ
れに対して、前記リフレッシュレートのいずれかで画素にデータを書込むことを特徴とす
る。
【０００９】
上記の発明によれば、表示部で分割された複数の領域のそれぞれに対して、少なくとも２
つのリフレッシュレートのいずれかで画素にデータを書込む。例えば時計表示のように表
示される画像のうち、秒数を簡易的に表現するために、コロン（：）の表示を点滅するよ
うな場合があり、このとき、その画像のみを含む領域を分割により生成し、その変化する
部分のみを書き換えれば、その領域では１秒ごとの書き換え、つまり１Ｈｚのリフレッシ
ュレートでよく、また、別の領域ではＴＶ画像のように６０Ｈｚのリフレッシュレートで
駆動すればよい。また、静止画像が上記領域とは別の領域に表示した場合に、リフレッシ
ュレートを１５Ｈｚにするなど、それぞれの表示領域でリフレッシュレートを異ならせる
。
【００１０】
以上のように、リフレッシュ期間が画素の特性上自由に選択できるのであれば、表示する
データの様態、つまり、データの転送速度やリフレッシュレートで一つの表示部上で領域
を分けて表示のリフレッシュレートを変更することができる。画面の不要なリフレッシュ
を省略して領域ごとにリフレッシュレートを異ならせる、つまりフレームレートを異なら
せることにより、低消費電力化を図ることが可能となる。
【００１１】
この結果、アクティブ素子を用いて表示部に表示および非表示などのように複数種類の態
様の表示を行うにあたって、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上することができる表示
装置の駆動方法を提供することができる。
【００１２】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記複数の領域は表
示領域と非表示領域との２つの領域であり、前記表示領域の画素にデータを毎フレーム書
込むまたは間欠書込みし、前記非表示領域の画素にデータを、前記表示領域の画素への書
込みよりも低いリフレッシュレートで間欠書込みすることを特徴とする。
【００１３】
上記の発明によれば、ＴＦＴアクティブマトリクス型等の表示装置において、パーシャル
駆動を行うにあたって、表示領域の画素には、データを毎フレーム書込むまたは間欠書込
みする。一方、非表示領域の画素には、表示領域の画素への書込みよりも低いリフレッシ
ュレートで画素にデータを間欠書込みする、すなわち、非表示とするためのデータ（電圧
、電流）を、最初のフレームだけではなく、定期的または任意のフレームに１回、書込み
を行う。これにより、前記非表示領域を、前記定期的または任意の、表示領域に比べて大
きな間隔でリフレッシュする。
【００１４】
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したがって、前記アクティブ素子の移動度が高く、オフ時のリーク電流が大きくても、ま
た光電効果による電荷の蓄積が大きくても、表示領域の画素への書込みが非表示領域の画
素に影響して、該非表示領域に不所望な表示が発生してしまうことはない。また、データ
信号線駆動回路は、前記非表示領域の走査時であっても書込みを行わない時は、大容量の
データ信号線を充電することなく、完全に停止することができる。こうして、消費電力を
抑えつつ、パーシャル表示の表示品位を向上することができる。
【００１５】
この結果、アクティブ素子を用いる表示装置でパーシャル駆動を行うにあたって、消費電
力を抑えつつ、表示品位を向上することができる表示装置の駆動方法を提供することがで
きる。
【００１６】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記非表示領域とす
る画素への間欠書込みの周期を、表示形態、アクティブ素子の種類、素子サイズ、対向電
極の駆動法、液晶材料、補助容量ならびに前記表示領域の表示内容および面積の少なくと
も１つに基づいて決定することを特徴とする。
【００１７】
上記の発明によれば、非表示領域とする画素への間欠書込みの周期、従ってリフレッシュ
レートを、バックライトを使用するか否かの表示形態、アモルファス、微結晶、多結晶等
の結晶粒の大きさなどであるアクティブ素子の種類、チャネル長Ｌおよびチャネル幅Ｗな
どの素子サイズ、対向電極の駆動法、液晶材料、補助容量ならびに表示領域の表示内容お
よび面積の少なくとも１つに基づいて決定するので、表示品位に影響を与えない範囲で、
リフレッシュレートを最も低い周波数に選ぶことができる。
【００１８】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記非表示領域の画
素に対して、画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧の実効値と他方の極性の電
圧の実効値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書込みすることを特徴とする。
【００１９】
上記の発明によれば、非表示領域の画素に両極性で間欠書込みを行い、その電圧印加時間
における一方の電圧の実効値と他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となるよう
にするので、例えば上記所定値を小さい値に設定することにより、ある一方の極性に偏ら
ずに間欠書込みすることができる。従って、リフレッシュレートを低くした書込みであっ
ても、液晶材料の劣化を抑制するための画素の極性反転駆動を行うことができ、さらには
この極性反転駆動をフリッカが生じないように行うことができる。
【００２０】
　さらに本発明の参考に係る表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記非
表示領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように設定すること
を特徴とする。
【００２１】
上記の発明によれば、非表示領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応
するように設定するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることがで
きる。
【００２２】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記非表示領域の画
素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整することを特徴とする。
【００２３】
上記の発明によれば、非表示領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づ
いて自動調整するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができ
る。また、メモリを使用して書込み極性を予め記憶しておく場合にはリフレッシュレート
の種類だけのメモリ容量が必要となるが、書込み極性を自動調整する方式は、前回までの
書込み極性から次の書込み極性を判定すればよく、リフレッシュレートの種類だけのメモ
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リを必要としない点で、様々なリフレッシュレートに容易に対応することができる。
【００２４】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記複数の領域は２
つの表示領域であり、一方の表示領域の画素にデータを毎フレーム書込むまたは間欠書込
みし、他方の表示領域の画素にデータを、前記一方の表示領域の画素への書込みよりも低
いリフレッシュレートで間欠書込みすることを特徴とする。
【００２５】
上記の発明によれば、ＴＦＴアクティブマトリクス型等の表示装置において、、一方の表
示領域の画素には、データを毎フレーム書込むまたは間欠書込みする。一方、他方の表示
領域の画素には、一方の表示領域の画素への書込みよりも低いリフレッシュレートで画素
にデータを間欠書込みする、これにより、他方の表示領域を、一方の表示領域に比べて大
きな間隔でリフレッシュする。
【００２６】
したがって、２つの表示領域はそれぞれのリフレッシュレートで書込まれ、一方の表示領
域の画素への書込みが他方の表示領域の画素に影響して、他方の表示領域に不所望な表示
が発生してしまうことはない。また、データ信号線駆動回路は、他方の表示領域の走査時
であっても書込みを行わない時は、大容量のデータ信号線を充電することなく、完全に停
止することができる。こうして、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上することができる
。
【００２７】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記他方の表示領域
の画素への間欠書込みの周期を、表示形態、アクティブ素子の種類、素子サイズ、対向電
極の駆動法、液晶材料、補助容量ならびに前記一方の表示領域の表示内容および面積の少
なくとも１つに基づいて決定することを特徴とする。
【００２８】
上記の発明によれば、他方の表示領域とする画素への間欠書込みの周期、従ってリフレッ
シュレートを、バックライトを使用するか否かの表示形態、アモルファス、微結晶、多結
晶等の結晶粒の大きさなどであるアクティブ素子の種類、チャネル長Ｌおよびチャネル幅
Ｗなどの素子サイズ、対向電極の駆動法、液晶材料、補助容量ならびに一方の表示領域の
表示内容および面積の少なくとも１つに基づいて決定するので、表示品位に影響を与えな
い範囲で、リフレッシュレートを最も低い周波数に選ぶことができる。
【００２９】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記他方の表示領域
の画素に対して、画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧の実効値と他方の極性
の電圧の実効値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書込みすることを特徴とす
る。
【００３０】
上記の発明によれば、他方の表示領域の画素に両極性で間欠書込みを行い、その電圧印加
時間における一方の電圧の実効値と他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となる
ようにするので、例えば上記所定値を小さい値に設定することにより、ある一方の極性に
偏らずに間欠書込みすることができる。従って、リフレッシュレートを低くした書込みで
あっても、液晶材料の劣化を抑制するための画素の極性反転駆動を行うことができ、さら
にはこの極性反転駆動をフリッカが生じないように行うことができる。
【００３１】
　さらに本発明の参考に係る表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記他
方の表示領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように設定する
ことを特徴とする。
【００３２】
上記の発明によれば、他方の表示領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に
対応するように設定するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすること
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ができる。
【００３３】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記他方の表示領域
の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整することを特徴とす
る。
【００３４】
上記の発明によれば、他方の表示領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に
基づいて自動調整するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることが
できる。また、メモリを使用して書込み極性を予め記憶しておく場合にはリフレッシュレ
ートの種類だけのメモリ容量が必要となるが、書込み極性を自動調整する方式は、前回ま
での書込み極性から次の書込み極性を判定すればよく、リフレッシュレートの種類だけの
メモリを必要としない点で、様々なリフレッシュレートに容易に対応することができる。
【００３５】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記複数の領域は３
つ以上の領域であり、前記３つ以上の領域に対して互いに異なるリフレッシュレートでそ
れぞれの画素にデータを書込むことを特徴とする。
【００３６】
上記の発明によれば、３つの領域はそれぞれのリフレッシュレートで書込まれ、ある領域
の画素への書込みがそれよりもリフレッシュレートが低い領域の画素に影響して、不所望
な表示が発生してしまうことはない。また、データ信号線駆動回路は、ある領域において
走査時であっても書込みを行わない時は、大容量のデータ信号線を充電することなく、完
全に停止することができる。こうして、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上することが
できる。
【００３７】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記３つ以上の領域
の少なくとも１つの領域の画素に対して、画素への電圧印加期間における一方の極性の電
圧の実効値と他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書
込みすることを特徴とする。
【００３８】
上記の発明によれば、ある領域の画素に両極性で間欠書込みを行い、その電圧印加時間に
おける一方の電圧の実効値と他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となるように
するので、例えば上記所定値を小さい値に設定することにより、ある一方の極性に偏らず
に間欠書込みすることができる。従って、リフレッシュレートを低くした書込みであって
も、液晶材料の劣化を抑制するための画素の極性反転駆動を行うことができ、さらにはこ
の極性反転駆動をフリッカが生じないように行うことができる。
【００３９】
　さらに本発明の参考に係る表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記少
なくとも１つの領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように設
定することを特徴とする。
【００４０】
上記の発明によれば、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応す
るように設定するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができ
る。
【００４１】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、前記少なくとも１つ
の領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整することを特
徴とする。
【００４２】
上記の発明によれば、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づい
て自動調整するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる
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。また、メモリを使用して書込み極性を予め記憶しておく場合にはリフレッシュレートの
種類だけのメモリ容量が必要となるが、書込み極性を自動調整する方式は、前回までの書
込み極性から次の書込み極性を判定すればよく、リフレッシュレートの種類だけのメモリ
を必要としない点で、様々なリフレッシュレートに容易に対応することができる。
【００４３】
　本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、アクティブマトリクス型の表示装置
において、データ信号線駆動回路および走査信号線駆動回路を駆動して表示部の画素への
データの書込みを制御する制御信号発生回路は、少なくとも２つのリフレッシュレートに
よって画素へのデータの書込みを制御することができ、前記表示部を複数の領域に分割し
、前記複数の領域のそれぞれに対して、前記リフレッシュレートのいずれかで画素へのデ
ータの書込みを制御し、画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調
整する極性自動調整手段を有しており、前記極性自動調整手段は、アキュームレータ、比
較器、スイッチ、第１加算器、第２加算器、交流化駆動回路、ラッチする回路、および、
パルス通過許可部を備えており、画素のリフレッシュを行うフレーム期間にアクティブと
なる信号をスキャン実行タイミング信号とし、画素のリフレッシュを行わないフレーム期
間にアクティブとなる信号をスキャン非実行タイミング信号としたとき、前記アキューム
レータは、前記アキュームレータの第１入力端子にアクティブな信号が入力されると＋１
をカウントする一方、前記アキュームレータの第２入力端子にアクティブな信号が入力さ
れると－１をカウントして、積算出力を前記比較器に入力し、前記比較器は、前記アキュ
ームレータから入力される前記積算出力が０以上であれば前記比較器の第１出力端子から
アクティブな信号を出力し、前記アキュームレータから入力される前記積算出力が０未満
であれば前記比較器の第２出力端子からアクティブな信号を出力し、前記スイッチは、入
力される前記スキャン実行タイミング信号がアクティブであるときに、前記比較器の前記
第１出力端子と前記第１加算器の第１入力端子および前記ラッチする回路の第１入力端子
との間の接続を行うとともに、前記比較器の前記第２出力端子と前記第２加算器の第１入
力端子および前記ラッチする回路の第２入力端子との間の接続を行い、入力される前記ス
キャン実行タイミング信号が非アクティブであるときに、前記比較器の前記第１出力端子
と前記第１加算器の第１入力端子および前記ラッチする回路の第１入力端子との間の遮断
を行うとともに、前記比較器の前記第２出力端子と前記第２加算器の第１入力端子および
前記ラッチする回路の第２入力端子との間の遮断を行い、前記ラッチする回路は、入力さ
れる前記スキャン実行タイミング信号がアクティブであるときにラッチ動作を行って、前
記ラッチする回路の前記第１入力端子への入力を前記ラッチする回路の第１出力端子に出
力するとともに、前記ラッチする回路の前記第２入力端子への入力を前記ラッチする回路
の第２出力端子に出力し、前記パルス通過許可部は、入力される前記スキャン非実行タイ
ミング信号がアクティブであるときに信号の通過を許可する状態となることにより、前記
ラッチする回路の前記第１出力端子からの出力を通過させて前記第１加算器の第２入力端
子に入力するとともに、前記ラッチする回路の前記第２出力端子からの出力を通過させて
前記第２加算器の第２入力端子に入力し、前記第１加算器は、前記第１加算器の前記第１
入力端子への入力と前記第１加算器の前記第２入力端子への入力とを加算して、前記アキ
ュームレータの前記第１入力端子および前記交流化駆動回路の第１入力端子に入力し、
　前記第２加算器は、前記第２加算器の前記第１入力端子への入力と前記第２加算器の前
記第２入力端子への入力とを加算して、前記アキュームレータの前記第２入力端子および
および前記交流化駆動回路の第２入力端子に入力し、前記交流化駆動回路は、入力される
前記スキャン実行タイミング信号がアクティブであるときには、前記交流化駆動回路の前
記第１入力端子にアクティブな信号が入力されると前記書込み極性を正極性とする駆動信
号を発生させるとともに、前記交流化駆動回路の前記第２入力端子にアクティブな信号が
入力されると前記書込み極性を負極性とする駆動信号を発生させ、入力される前記スキャ
ン非実行タイミング信号がアクティブであるときにはいずれの前記駆動信号も発生させな
い、ことを特徴とする。
　また、本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、アクティブマトリクス型の表
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示装置において、データ信号線駆動回路および走査信号線駆動回路を駆動して表示部の画
素へのデータの書込みを制御する制御信号発生回路は、少なくとも２つのリフレッシュレ
ートによって画素へのデータの書込みを制御することができ、前記表示部を複数の領域に
分割し、前記複数の領域のそれぞれに対して、前記リフレッシュレートのいずれかで画素
へのデータの書込みを制御することを特徴とする。
【００４４】
上記の発明によれば、表示部で分割された複数の領域のそれぞれに対して、少なくとも２
つのリフレッシュレートのいずれかで画素にデータを書込む。この結果、アクティブ素子
を用いて表示部に表示および非表示などのように複数種類の態様の表示を行うにあたって
、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上することができる表示装置を提供することができ
る。
【００４５】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記制御信号発生回路は、前記
複数の領域として表示領域と非表示領域との２つの領域に分割し、前記表示領域とする画
素へのデータの書込みを毎フレーム行わせ、前記非表示領域とする画素へは非表示とする
ためのデータを間欠書込みさせることを特徴とする。
【００４６】
上記の発明によれば、ＴＦＴアクティブマトリクス型等の表示装置において、パーシャル
駆動を行うにあたって、表示領域の画素には、データを毎フレーム書込む。一方、非表示
領域の画素には、表示領域の画素への書込みよりも低いリフレッシュレートで画素にデー
タを間欠書込みする、すなわち、非表示とするためのデータ（電圧、電流）を、最初のフ
レームだけではなく、定期的または任意のフレームに１回、書込みを行う。この結果、ア
クティブ素子を用いる表示装置でパーシャル駆動を行うにあたって、消費電力を抑えつつ
、表示品位を向上することができる表示装置を提供することができる。
【００４７】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記非表示領域とする画素への
間欠書込みの周期を、表示形態、アクティブ素子の種類、素子サイズ、対向電極の駆動法
、液晶材料、補助容量ならびに部分表示領域の表示内容および面積の少なくとも１つに基
づいて決定することを特徴とする。
【００４８】
上記の発明によれば、表示品位に影響を与えない範囲で、リフレッシュレートを最も低い
周波数に選ぶことができる。
【００４９】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記非表示領域の各画素に対し
て、画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧の実効値と他方の極性の電圧の実効
値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書込みすることを特徴とする。
【００５０】
上記の発明によれば、リフレッシュレートを低くした書込みであっても、液晶材料の劣化
を抑制するための画素の極性反転駆動を行うことができ、さらにはこの極性反転駆動をフ
リッカが生じないように行うことができる。
【００５１】
　さらに本発明の参考に係る表示装置は、上記課題を解決するために、前記非表示領域の
画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように設定する極性設定手段を
有することを特徴とする。
【００５２】
上記の発明によれば、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応す
るように設定するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができ
る。
【００５３】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記非表示領域の画素への書込
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み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整する極性自動調整手段を有すること
を特徴とする。
【００５４】
上記の発明によれば、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づい
て自動調整するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる
。また、リフレッシュレートの種類だけのメモリを必要としない点で、様々なリフレッシ
ュレートに容易に対応することができる。
【００５５】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記制御信号発生回路は、前記
複数の領域として２つの表示領域に分割し、一方の表示領域の画素へのデータの書込みを
毎フレーム行わせ、他方の表示領域の画素へはデータを間欠書込みさせることを特徴とす
る。
【００５６】
上記の発明によれば、２つの表示領域はそれぞれのリフレッシュレートで書込まれ、一方
の表示領域の画素への書込みが他方の表示領域の画素に影響して、他方の表示領域に不所
望な表示が発生してしまうことはない。また、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上する
ことができる。
【００５７】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記他方の表示領域の画素への
間欠書込みの周期を、表示形態、アクティブ素子の種類、素子サイズ、対向電極の駆動法
、液晶材料、補助容量ならびに一方の表示領域の表示内容および面積の少なくとも１つに
基づいて決定することを特徴とする。
【００５８】
上記の発明によれば、表示品位に影響を与えない範囲で、リフレッシュレートを最も低い
周波数に選ぶことができる。
【００５９】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記他方の表示領域の画素に対
して、画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧の実効値と他方の極性の電圧の実
効値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書込みすることを特徴とする。
【００６０】
上記の発明によれば、リフレッシュレートを低くした書込みであっても、液晶材料の劣化
を抑制するための画素の極性反転駆動を行うことができ、さらにはこの極性反転駆動をフ
リッカが生じないように行うことができる。
【００６１】
　さらに本発明の参考に係る表示装置は、上記課題を解決するために、前記他方の表示領
域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように設定する極性設定手
段を有することを特徴とする。
【００６２】
上記の発明によれば、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応す
るように設定するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができ
る。
【００６３】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記他方の表示領域の画素への
書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整する極性自動調整手段を有する
ことを特徴とする。
【００６４】
上記の発明によれば、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づい
て自動調整するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる
。また、リフレッシュレートの種類だけのメモリを必要としない点で、様々なリフレッシ
ュレートに容易に対応することができる。
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【００６５】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記制御信号発生回路は、前記
複数の領域として３つ以上の領域に分割し、前記３つ以上の領域に対して互いに異なるリ
フレッシュレートでそれぞれの画素にデータを書込ませることを特徴とする。
【００６６】
上記の発明によれば、３つの領域はそれぞれのリフレッシュレートで書込まれ、ある領域
の画素への書込みがそれよりもリフレッシュレートが低い領域の画素に影響して、不所望
な表示が発生してしまうことはない。また、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上するこ
とができる。
【００６７】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記３つ以上の領域の少なくと
も１つの領域の画素に対して、画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧の実効値
と他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書込みするこ
とを特徴とする。
【００６８】
上記の発明によれば、リフレッシュレートを低くした書込みであっても、液晶材料の劣化
を抑制するための画素の極性反転駆動を行うことができ、さらにはこの極性反転駆動をフ
リッカが生じないように行うことができる。
【００６９】
　さらに本発明の参考に係る表示装置は、上記課題を解決するために、前記少なくとも１
つの領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように設定する極性
設定手段を有することを特徴とする。
【００７０】
上記の発明によれば、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応す
るように設定するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができ
る。
【００７１】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記少なくとも１つの領域の画
素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整する極性自動調整手段を
有することを特徴とする。
【００７２】
上記の発明によれば、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づい
て自動調整するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる
。また、リフレッシュレートの種類だけのメモリを必要としない点で、様々なリフレッシ
ュレートに容易に対応することができる。
【００７３】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記データ信号線駆動回路は、
前記複数の領域のうち、少なくとも１つの領域の画素へのデータの書込みを行う多階調ド
ライバと、前記複数の領域のうち、前記多階調ドライバによって書込みが行われる領域以
外の領域の画素へのデータの書込みを行う２値ドライバとで構成され、前記制御信号発生
回路は、前記多階調ドライバと前記２値ドライバとを択一的に駆動することを特徴とする
。
【００７４】
上記の発明によれば、たとえば外部からの信号を多階調ドライバに供給して多階調を表示
し、２値ドライバに供給して２値の表示を行う場合、前記多階調ドライバへ入力される液
晶印加電圧は外部から供給されるアナログ信号であり、該アナログ信号の周波数にもよる
けれども、非常に高性能のアナログアンプが前記制御信号発生回路に必要となる。これに
対して、前記２値ドライバは外部から入力されるデジタル（２値）信号を該２値ドライバ
内に保持し、別途に外部から供給されるＤＣまたは液晶の交流駆動方法にもよるけれども
、たとえば１Ｈ反転駆動等、非常に低い周波数の液晶印加電圧を、前記保持したデジタル
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データに応じて選択するので、前記制御信号発生回路には、前記液晶印加電圧を出力する
のに前記高性能のアナログアンプを必要とせず、場合によっては前記ＤＣ電圧を出力する
だけでよい。
【００７５】
そして、アナログアンプが高性能であると消費電力が大きくなるのに対して、これら２つ
のドライバを走査信号線駆動回路や各画素とともに同一ガラス基板に作成した場合には、
殆どコストに影響を与えることはない。したがって、これら２つのドライバを搭載し、そ
れらを選択的に使用することで、前記高性能のアナログアンプを使用する機会を減らし、
低消費電力化を図ることができる。
【００７６】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記多階調ドライバは複数のド
ライバを備え、前記多階調ドライバの前段側のドライバの最後段のシフトレジスタからの
転送パルスを次段側のドライバの最前段のシフトレジスタへ転送する切換え回路をさらに
備え、前記制御信号発生回路は、前記切換え回路による転送パルスの転送の許可および禁
止を制御することを特徴とする。
【００７７】
上記の発明によれば、切換え回路によって前段側のドライバの最後段のシフトレジスタか
ら次段側のドライバの最前段のシフトレジスタへ転送パルスの転送を許可するときには両
ドライバに対応する領域に、多階調ドライバによる高いリフレッシュレートでの書込みを
行うことができ、また、切換え回路によって転送パルスの転送を禁止するときには前段側
のドライバに対応する領域に多階調ドライバによる書込みを行って、後段側のドライバに
対応する領域に２値ドライバによる低いリフレッシュレートでの書込みを行うことができ
る。従って、多階調表示と２値表示とを複雑に組み合わせた表示を行うことができる。
【００７８】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記２値ドライバは、シフトレ
ジスタと、前記２値ドライバの前記シフトレジスタの出力パルスに応答して２値の映像信
号をラッチするラッチ回路と、前記ラッチ回路からの出力に応じた液晶印加電圧を選択す
る複数のセレクタとを備え、前記複数のセレクタのそれぞれをアクティブあるいは非アク
ティブとする転送位置指示回路をさらに備え、前記制御信号発生回路は、前記転送位置指
示回路による前記複数のセレクタのそれぞれのアクティブおよび非アクティブを制御する
ことを特徴とする。
【００７９】
上記の発明によれば、転送位置指示回路によってアクティブとされるセレクタから、ラッ
チ回路からの出力に応じた液晶印加電圧を選択することにより、２値ドライバによって領
域を選択して２値表示を行うことができる。従って、多階調表示と２値表示とを複雑に組
み合わせた表示を行うことができる。
【００８０】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記走査信号線駆動回路は、ｍ
段のシフトレジスタとｍ個の第１の論理回路とを備え、前記ｍ個の第１の論理回路のそれ
ぞれは、前記ｍ段のシフトレジスタの対応する段からのパルスが入力されると共に、該パ
ルスの出力の許可および禁止を制御するためのパルス幅制御信号が入力され、前記制御信
号発生回路は、前記パルス幅制御信号のパルス幅を制御することを特徴とする。
【００８１】
上記の発明によれば、ｍ個の第１の論理回路のそれぞれがｍ段のシフトレジスタの対応す
る段から入力されるパルスを、制御信号発生回路によってパルス幅が制御されたパルス幅
制御信号によって出力許可されると、その第１の論理回路からは走査信号をアクティブと
して書込みを行うことができ、出力禁止されると、走査信号を非アクティブとして書込み
を行わないようにすることができる。
【００８２】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記走査信号線駆動回路は、前
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記ｍ段のシフトレジスタと前記ｍ個の第１論理回路との間にｍ個の第２論理回路をさらに
備え、前記ｍ個の第２論理回路のそれぞれは、前記ｍ段のシフトレジスタの対応する段の
入力パルスと出力パルスとから、前記ｍ段のシフトレジスタの対応する段からの前記パル
スを作成することを特徴とする。
【００８３】
上記の発明によれば、ｍ段のシフトレジスタの対応する段の入力パルスと出力パルスとか
ら、第１の論理回路が出力すべきあるいは出力を禁止すべきパルスを作成することができ
る。
【００８４】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記走査信号線駆動回路は複数
のドライバを備え、前記走査信号線駆動回路の前段側のドライバの最後段のシフトレジス
タからの転送パルスを、次段側のドライバの最前段のシフトレジスタへ転送するフレーム
制御回路をさらに備え、前記制御信号発生回路は、前記フレーム制御回路による前記転送
パルスの転送の許可および禁止を制御することを特徴とする。
【００８５】
上記の発明によれば、フレーム制御回路によって前段側のドライバの最後段のシフトレジ
スタから次段側のドライバの最前段のシフトレジスタへ転送パルスの転送を許可するとき
には両ドライバに対応する領域に、同じ高いリフレッシュレートでの書込みを行うことが
でき、また、フレーム制御回路によって転送パルスの転送を禁止するときには前段側のド
ライバに対応する領域に高いリフレッシュレートによる書込みを行って、後段側のドライ
バに対応する領域に低いリフレッシュレートでの書込みを行うことができる。
【００８６】
さらに本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、前記アクティブ素子が、多結晶
シリコン薄膜トランジスタからなることを特徴とする。
【００８７】
上記の発明によれば、多結晶シリコン薄膜トランジスタは移動度が高い反面、オフ抵抗が
低く、オフ時のリーク電流が大きいので、本発明が特に有効である。
【００８８】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の一形態について、図１～図８に基づいて説明すれば、以下のとおりである
。
【００８９】
図１は、本発明の表示装置の実施の一形態に係る画像表示装置である液晶表示装置１１の
電気的構成を示すブロック図である。この液晶表示装置１１は、前記ＴＦＴアクティブマ
トリクス型の液晶表示装置であり、大略的に、表示部１２と、走査信号線駆動回路ＧＤと
、データ信号線駆動回路ＳＤ１と、データ信号線駆動回路ＳＤ２と、制御信号発生回路Ｃ
ＴＬとを備えて構成されている。
【００９０】
前記表示部１２では、相互に交差する複数の走査信号線Ｇ１，Ｇ２，…，Ｇｍ（総称する
ときには、以下参照符Ｇで示す）およびデータ信号線Ｓ１，Ｓ２，…，Ｓｎ（総称すると
きには、以下参照符Ｓで示す）によってマトリクス状に区画された各領域に画素ＰＩＸが
配置される。前記各画素ＰＩＸは、図２で示されるように、前記ＴＦＴから成るアクティ
ブ素子ＳＷと、画素容量Ｃｐとを備えて構成される。前記走査信号線Ｇが選択走査される
と、アクティブ素子ＳＷはデータ信号線Ｓの後述する映像信号ＤＡＴまたは電位ＶＢ，Ｖ
Ｗを前記画素容量Ｃｐに取込み、前記画素容量Ｃｐが非選択期間にもその映像信号ＤＡＴ
または電位ＶＢ，ＶＷを保持して、継続して表示を行う。前記画素容量Ｃｐは、液晶容量
ＣＬと、補助容量Ｃｓとによって形成されている。
【００９１】
図３は、前記走査信号線駆動回路ＧＤの一構成例を示すブロック図である。この走査信号
線駆動回路ＧＤは、前記各走査信号線Ｇ１～Ｇｍに対応したｍ段のシフトレジスタＦ１～
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Ｆｍと、ＮＡＮＤゲートＡ１～Ａｍと、ＮＯＲゲートＢ１～Ｂｍとを備えて構成される。
前記制御信号発生回路ＣＴＬからのクロック信号ＣＫＧ、その反転信号ＣＫＧＢおよび走
査スタート信号ＳＰＧ等のタイミング信号に同期して、各シフトレジスタＦ１～Ｆｍは、
前記走査スタート信号ＳＰＧのパルスを順次出力する。ＮＡＮＤゲートＡ１～Ａｍは、そ
れぞれ対応するシフトレジスタＦ１～Ｆｍの入出力間の否定論理積をとり、対応するＮＯ
ＲゲートＢ１～Ｂｍの一方の入力へそれぞれ出力する。前記ＮＯＲゲートＢ１～Ｂｍの他
方の入力には、前記制御信号発生回路ＣＴＬからのパルス幅制御信号ＰＷＣが共通に入力
されており、前記ＮＡＮＤゲートＡ１～Ａｍからの出力との否定論理和が求められる。
【００９２】
したがって、各ＮＯＲゲートＢ１～Ｂｍから走査信号線Ｇ１～Ｇｍには、前記パルス幅制
御信号ＰＷＣがアクティブである走査信号線のみ、そのパルス幅制御信号ＰＷＣのパルス
幅に対応した選択パルスが順次出力される。このパルス幅制御信号ＰＷＣが走査信号線Ｇ
１，Ｇ３についてアクティブとなり、走査信号線Ｇ２について非アクティブとなった場合
の該走査信号線駆動回路ＧＤの各部の波形を、図４で示す。
【００９３】
図３では、前記走査信号線駆動回路ＧＤを、前記各走査信号線Ｇ１～Ｇｍに対応したｍ段
のシフトレジスタＦ１～Ｆｍと、ＮＡＮＤゲートＡ１～Ａｍと、ＮＯＲゲートＢ１～Ｂｍ
とを備えて構成されているが、本発明はこの構成に限定されない。ＮＯＲゲートＢ１～Ｂ
ｍを第１の論理回路、ＮＡＮＤゲートＡ１～Ａｍを第２の論理回路とすると、第２の論理
回路は必ずしも必要ではなく、ｍ段のシフトレジスタからのパルスが第１の論理回路へ直
接入力されても良い。また、第１の論理回路はＮＯＲゲートに限定されず、第２の論理回
路はＮＡＮＤゲートに限定されるものでもない。
【００９４】
一方、前記データ信号線駆動回路ＳＤ１は、シフトレジスタ１３およびサンプリング回路
１４から構成され、シフトレジスタ１３が前記制御信号発生回路ＣＴＬからのクロック信
号ＣＫＳ、その反転信号ＣＫＳＢおよびデータ走査スタート信号ＳＰＳ１等のタイミング
信号に同期して、サンプリング回路１４のアナログスイッチに入力された映像信号ＤＡＴ
をサンプリングさせ、必要に応じて各データ信号線Ｓに書込む。
【００９５】
また、前記データ信号線駆動回路ＳＤ１が前記データ信号線Ｓに多階調の映像信号ＤＡＴ
を書込むのに対して、データ信号線駆動回路ＳＤ２は、前記電位ＶＢまたはＶＷの２値デ
ータを書込む。それらの電位ＶＢまたはＶＷが、対向電極の電位に応じて選択され、後述
するパーシャル駆動時の非表示領域における非表示データとなる。
【００９６】
前記データ信号線駆動回路ＳＤ２は、大略的に、シフトレジスタ１５と、ラッチ回路１６
と、セレクタ１７とを備えて構成される。前記シフトレジスタ１５は、前記データ信号線
駆動回路ＳＤ１のシフトレジスタ１３と同様に、多段に縦続接続されたフリップフロップ
から成り、制御信号発生回路ＣＴＬからクロック信号ＣＫＳ，ＣＫＳＢおよびデータ走査
スタート信号ＳＰＳ２が入力されると、相互に隣接する前記各フリップフロップ間から前
記データ走査スタート信号ＳＰＳ２が出力されてラッチパルスとなり、これに応答してラ
ッチ回路１６は、制御信号発生回路ＣＴＬから入力される２値の映像信号ＲＧＢを順にラ
ッチしてゆく。セレクタ１７は、前記制御信号発生回路ＣＴＬから入力される制御信号Ｔ
ＲＦに応答して、図示しない電源から入力される液晶印加電圧ＶＢと液晶印加電圧ＶＷと
の何れかを、前記映像信号ＲＧＢに応じて選択し、各データ信号線Ｓに出力する。
【００９７】
ここで、一般的に、外部から供給されるアナログデータは、外部のアナログアンプを介し
て供給されるけれども、そのアナログアンプの消費電力は非常に大きく、したがって２値
の液晶印加電圧ＶＢ，ＶＷは、前記アナログアンプを介して外部から直接供給するよりも
、前記データ信号線駆動回路ＳＤ２のように映像信号ＲＧＢで入力し、電源から与えられ
る液晶印加電圧ＶＢ，ＶＷを選択して出力する方が、低消費電力化に寄与することができ
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る。
【００９８】
なお、この図１の例では、データ信号線Ｓの一端にデータ信号線駆動回路ＳＤ１が設けら
れ、他端にデータ信号線駆動回路ＳＤ２が設けられているけれども、これらの回路が表示
部１２の同じ側に設けられていても同様の効果を発揮することができる。
【００９９】
図５は、上述のように構成される液晶表示装置１１のパーシャル駆動時の表示例を示す図
である。この図５の例では、表示部１２において、任意の走査信号線Ｇｉを境界として、
走査信号線Ｇ１～Ｇｉ－１の領域が部分表示領域Ｐ１となり、残余の走査信号線Ｇｉ～Ｇ
ｍの領域が非表示領域Ｐ２となっている。この図５の例では、前記部分表示領域Ｐ１は前
記データ信号線駆動回路ＳＤ１によって駆動されて多階調表示が行われ、前記非表示領域
Ｐ２は前記データ信号線駆動回路ＳＤ２によって駆動されてブランク表示、すなわち白ま
たは黒（点灯または非点灯）の表示が行われている。なお、部分表示領域Ｐ１が２値表示
である場合は、前記データ信号線駆動回路ＳＤ２によって駆動されてもよい。
【０１００】
図６は、上述のような駆動方法を説明するための波形図である。前記制御信号発生回路Ｃ
ＴＬからのパルス幅制御信号ＰＷＣは、前記部分表示領域Ｐ１に対応した走査信号線Ｇ１
～Ｇｉ－１の選択期間については、毎フレームアクティブとなっている。これに対応して
、前記制御信号発生回路ＣＴＬから前記データ信号線駆動回路ＳＤ１へのデータ走査スタ
ート信号ＳＰＳ１も、毎フレーム、走査信号線Ｇ１～Ｇｉ－１の選択期間については、ア
クティブとなっている。これによって、前記データ信号線駆動回路ＳＤ１は、前記制御信
号発生回路ＣＴＬからのクロック信号ＣＫＳ、その反転信号ＣＫＳＢおよびデータ走査ス
タート信号ＳＰＳ１等のタイミング信号に同期して、毎フレーム毎に、前記部分表示領域
Ｐ１に対応した走査信号線Ｇ１－１～Ｇｉの選択期間は、図示しない映像信号ＤＡＴを各
データ信号線Ｓに書込み、残余の非表示領域Ｐ２に対応した走査信号線Ｇｉ～Ｇｍの選択
期間は、停止している。
【０１０１】
これに対して、前記パルス幅制御信号ＰＷＣは、第１フレームおよび第１６フレーム…の
１５フレームに１回だけ、前記非表示領域Ｐ２に対応した走査信号線Ｇｉ～Ｇｍの選択期
間も、アクティブとなる。これに対応して、前記制御信号発生回路ＣＴＬから前記データ
信号線駆動回路ＳＤ２へのデータ走査スタート信号ＳＰＳ２も、１５フレームに１回だけ
、走査信号線Ｇｉ～Ｇｍの選択期間については、アクティブとなっている。これによって
、前記データ信号線駆動回路ＳＤ２は、前記制御信号発生回路ＣＴＬからのクロック信号
ＣＫＳ、その反転信号ＣＫＳＢおよびデータ走査スタート信号ＳＰＳ２等のタイミング信
号に同期して、１５フレームに１回だけ、前記非表示領域Ｐ２に対応した走査信号線Ｇｉ
～Ｇｍの選択期間は、図示しない２値の映像信号ＲＧＢに対応した非表示となる液晶印加
電圧ＶＢまたはＶＷを各データ信号線Ｓに書込み、残余の部分表示領域Ｐ１に対応した走
査信号線Ｇ１～Ｇｉ－１の選択期間は、停止している。
【０１０２】
したがって、データ信号線駆動回路ＳＤ１と走査信号線駆動回路ＧＤとによって、部分表
示領域Ｐ１に、たとえば１５Ｈｚのリフレッシュレートで映像信号ＤＡＴが書換えられ、
データ信号線駆動回路ＳＤ２と走査信号線駆動回路ＧＤとによって、非表示領域Ｐ２に、
１Ｈｚのリフレッシュレートで非表示となる液晶印加電圧ＶＢまたはＶＷが書換えられる
ことになる。
【０１０３】
以上の動作を繰返すことによって、表示部１２を部分表示領域Ｐ１と非表示領域Ｐ２とに
区分し、前記非表示領域Ｐ２の画素には、非表示とするための液晶印加電圧ＶＢまたはＶ
Ｗを、最初のフレームだけではなく、１５フレームに１回、書込みを行う。
【０１０４】
尚、本発明でのフレームとは、映像信号側ではなく画像表示装置側からみたものであり、
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例えば、インタレース方式の映像信号の場合を考えると、奇数フィールドおよび偶数フィ
ールドのそれぞれにおいて、画像表示装置の全画素への書き込みを行っている場合（画像
表示装置が１フレームの走査線と同じ場合には、映像信号１行分のデータを２行に渡って
書き込んだり、画像表示装置が１フィールドの走査線と同じ場合には、映像信号１行分の
データを１行毎に書き込む場合などがある）には、映像信号の１フィールドが画像表示装
置の１フレームということになる。
【０１０５】
図７は、上述のような動作を実現するタイミングジェネレータ２０の電気的構成を示すブ
ロック図である。このタイミングジェネレータ２０は、前記制御信号発生回路ＣＴＬに内
蔵され、前記クロック信号ＣＫＳおよびデータ走査スタート信号ＳＰＳ１，ＳＰＳ２なら
びに前記パルス幅制御信号ＰＷＣ等を作成する。このタイミングジェネレータ２０は、大
略的に、インタフェイス部１８と、カウンタ１９と、前記各種の信号ＣＫＳ，ＳＰＳ１，
ＳＰＳ２，ＰＷＣ等に対応したレジスタＲ１～ＲｋおよびコンパレータＣＯＭＰ１～ＣＯ
ＭＰｋとを備えて構成されている。
【０１０６】
前記インタフェイス部１８は、全画面表示モードとパーシャル表示モードとの切換えなど
の外部からの各種コマンドを受付け、パルスのタイミングを規定するための波形整形指示
データＤａｔａを作成し、各レジスタＲ１～ＲｋをアドレスデータＡｄｄｒｅｓｓで指定
しながら、該レジスタＲ１～Ｒｋにセットしてゆく。一方、カウンタ１９は、前記インタ
フェイス部１８でリセットされ、外部からのクロック信号ＣＫをカウントしてゆく。その
カウント値と前記各レジスタＲ１～ＲｋのデータとがコンパレータＣＯＭＰ１～ＣＯＭＰ
ｋでそれぞれ比較され、アクティブとなるべきタイミングに、前記信号ＣＫＳ，ＳＰＳ１
，ＳＰＳ２，ＰＷＣ等にパルスが出力される。したがって、前記コマンドによって各パル
スのタイミングを任意に規定、すなわち部分表示領域Ｐ１と非表示領域Ｐ２との境界を任
意に設定することができる。
【０１０７】
したがって、たとえば前記パルス幅制御信号ＰＷＣにおいて、全画面表示モードでは、前
記図６において第１フレームや第１６フレームで示すように、総ての走査信号線Ｇ１～Ｇ
ｍの選択期間にパルスを出力し、これに対してパーシャル表示モードでは、前記図６にお
いて第２～第１５フレームで示すように、走査信号線Ｇ１～Ｇｉ－１の選択期間（図６で
はＧ１～Ｇ７）のみにパルスを出力する。こうして、前記パーシャル表示を行うことがで
きる。
【０１０８】
このようにして、前記非表示領域Ｐ２を、部分表示領域Ｐ１に比べて大きな間隔でリフレ
ッシュすることで、前記アクティブ素子ＳＷの移動度が高く、オフ時のリーク電流が大き
くても、部分表示領域Ｐ１の画素への映像信号ＤＡＴの書込みが非表示領域Ｐ２の画素に
影響して、該非表示領域Ｐ２に不定な電位を液晶に印加してしまい、クロストークなどの
不所望な表示が発生してしまうことを無くすことができ、パーシャル表示の表示品位を向
上することができる。
【０１０９】
また、データ信号線駆動回路ＳＤ１，ＳＤ２は、前記非表示領域Ｐ２の走査時であっても
、書込みを行わない時は、大容量のデータ信号線Ｓを充電することなく、完全に停止する
ことができる。そして、前記液晶印加電圧ＶＢまたはＶＷの２値のデータであっても、多
階調のデータと画像表示装置の消費電力は大差ないので、２値のデータの書込みの機会を
最少限とすることで、消費電力を削減することができる。
【０１１０】
ここで、上述のようなパーシャル駆動時における非表示領域Ｐ２のリフレッシュレートの
選び方について説明する。リフレッシュレートは、表示品位に影響を与えない範囲で、最
も低い周波数に選ばれることが望ましい。この表示品位を左右するパラメータとしては、
表示形態、アクティブ素子ＳＷの種類、素子サイズ、対向電極の駆動法、液晶材料、補助
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、アモルファス、微結晶、多結晶等の結晶粒の大きさなどであり、前記素子サイズは、チ
ャネル長Ｌおよびチャネル幅Ｗなどである。
【０１１１】
前記表示形態は、透過型と反射型との違いであり、すなわちバックライトを使用するか否
かの違いであり、前記表示品位に最も大きな影響を与える。この点について詳述する。図
８は、表示パネルのアクティブ素子ＳＷの部分の断面図である。このような構造で、前記
反射型での使用時には、前面（図８の上側）側の充分離間した光源からの入射光は、パネ
ル裏面で反射されて前面側へ出力される。これに対して、前記透過型での使用時には、裏
面（図８の下側）から入射した光が、パネルを透過して前面側へ出力される。このとき、
アクティブ素子ＳＷの半導体層に極近接しているバックライト用の光源からの光による光
電効果によって、該半導体層に電荷が励起され、画素電位が変化してしまうことになる。
したがって、反射型としての使用時の方がリフレッシュレートを低下可能であることが理
解される。
【０１１２】
また、前記アクティブ素子ＳＷの種類、素子サイズおよび対向電極の駆動法は、前記アク
ティブ素子ＳＷのオフ時のリーク電流に影響する。たとえば、前記アモルファスよりも微
結晶、微結晶よりも多結晶というように、結晶粒が大きくなる程、前記オフ抵抗が低くな
ってリーク電流が大きくなり、対向電極との電位差が大きくなる程、前記リーク電流が大
きくなる。また、補助容量Ｃｓが大きくなる程、同じリーク電流であっても、表示品位に
対する影響は小さくなる。こうして、前記各パラメータに応じて、前記非表示領域Ｐ２の
リフレッシュレートが決定される。
【０１１３】
次に、上述のようにして決定されたリフレッシュレートを用いたリフレッシュタイミング
の選び方について説明する。このリフレッシュタイミングは、フレーム反転駆動を行う場
合に、前記部分表示領域Ｐ１については、毎フレームリフレッシュされるので、各画素Ｐ
ＩＸが特定の極性のみに保持されることはないけれども、前記非表示領域Ｐ２については
、毎フレームリフレッシュされないので、等間隔のリフレッシュレートで各画素ＰＩＸが
リフレッシュされると、特定の極性のみでリフレッシュされ続けてしまう場合が生じるた
めに、検討が必要となるものである。なお、ライン反転駆動やドット反転駆動が行われて
いるか否かは関係なく、各画素ＰＩＸの印加極性が毎フレーム反転していればよい。
【０１１４】
すなわち、たとえば奇数フレームを＋極性とし、偶数フレームを－極性とし、部分表示領
域Ｐ１のフレーム周波数（フルフレーム周波数）を６０Ｈｚとした場合、表１には、非表
示領域Ｐ２については、前記等間隔のリフレッシュレートで単純にフレームを間引いた場
合のリフレッシュ極性を示す。これに対して、表２には、前回のリフレッシュ極性を考慮
してフレームを間引いた場合のリフレッシュ極性を示す。
【０１１５】
【表１】
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【表２】
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【０１１７】
したがって、表１から明らかなように、当然、１／２のフレーム周波数の３０Ｈｚおよび
１／４のフレーム周波数の１５Ｈｚでは、リフレッシュの度毎に、毎回同じ＋極性が保持
されることになる。また、５０Ｈｚ、８Ｈｚおよび５Ｈｚも毎回同じ＋極性が保持されて
いる。したがって、上述のようにしてリフレッシュレートが決定されても、これらのフレ
ーム周波数は、フレーム反転駆動を行う液晶表示装置には、単純には使用できなくなる。
【０１１８】
そこで、表２に示すように、極性を変更することで、１６フレーム期間などのある一定の
フレーム期間で見たときに、ある一方の極性に偏ってリフレッシュされることを防止する
ことができる。すなわち、前記５０Ｈｚでは、第７～１１のフレームの極性が反転されて
おり、前記３０Ｈｚでは、第３，７，１１，１５のフレームの極性が反転されており、前
記１５Ｈｚでは、第５，１３のフレームの極性が反転されており、前記８Ｈｚでは、第９
のフレームの極性が反転されており、前記５Ｈｚでは、第１３のフレームの極性が反転さ
れている。
【０１１９】
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また、４０Ｈｚでは、第４，５，７，８，１６，１７のフレームの極性が反転されている
。これによって、できるだけ、同じ極性が長く続かないように配慮されている。なお、こ
のようにフレームの極性を本来の極性から反転するのではなく、同じ極性が長く続く可能
性が高くなるけれども、前記フレームの間引きを不等間隔とすることで、フレームの極性
を本来の極性とし、制御を簡略化するようにしてもよい。
【０１２０】
表２に示すような極性反転を行うためには、極性反転に関するデータ（例えば、表２に基
づくデータ）をルックアップテーブルに記憶させるようにした、図１９に示すような構成
の極性設定回路（極性設定手段）４０を用いて読み出せば良い。極性設定回路４０は、予
め一連の設定極性を記憶しており、これによって非表示領域Ｐ２の画素への各書込み極性
が、前回までの書込み極性に対応したものとして設定される。極性設定回路４０は、フレ
ームカウンタ４１、テーブルＲＯＭ４２、セレクタ４３、および交流化駆動回路４４を備
えている。
【０１２１】
フレームカウンタ４１は、フレーム周波数に応じてカウントを行い、フレームＮｏ（図１
９のＦＮ）をテーブルＲＯＭ（ルックアップテーブル）４２に入力する。セレクタ４３は
、対応するフレーム周波数を選択するためのものであり、セレクタ４３によって選択され
た信号ｓ４３がテーブルＲＯＭ４２に入力される。そして、テーブルＲＯＭ４２は、フレ
ームＮｏ（ＦＮ）とセレクタ４３からの信号ｓ４３とにより、対応する極性信号ＰＯ、お
よび極性信号ＰＯに応じて正・負極性の駆動信号を発生させるか否かを指定する信号ＡＣ
Ｔ／ＩＮＡＣＴを交流化駆動回路４４に出力している。
【０１２２】
また、ルックアップテーブルを用いずに、極性反転を自動で行う方式を取ることもできる
。図２０に、極性反転を自動で行う方式を実現するための極性自動調整回路（極性設定手
段、極性自動調整手段）５０の構成を示す。極性自動調整回路５０は、非表示領域Ｐ２の
画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整する。極性自動調整回
路５０は、アキュムレータ５１、比較器５２、スイッチ５３、加算器５４，５５、交流化
駆動回路５６、ラッチ回路５７、およびパルス通過許可部５８を備えている。
【０１２３】
アキュムレータ５１からの出力信号ｓ５１が比較器５２に入力され、該出力信号ｓ５１が
０以上であれば、比較器５２の＋端子よりアクティブ信号ｓ５２１が出力され、該出力信
号ｓ５１が０未満であれば、比較器５２の－端子よりアクティブ信号ｓ５２２が出力され
る。比較器５２からの信号（アクティブ信号ｓ５２１、ｓ５２２）はスイッチ５３および
加算器５４、５５を通してアキュムレータ５１および交流化駆動回路５６に入力される。
【０１２４】
前回、比較器５２の＋端子よりアクティブ信号ｓ５２１が出力される場合には、アキュム
レータ５１の－端子にアクティブ信号ｓ５２１が入力され、－１をカウントし、比較器の
５２－端子よりアクティブ信号ｓ５２２が出力される場合には、アキュムレータ５１の＋
端子にアクティブ信号ｓ５２２が入力され、＋１をカウントする。そして、アキュムレー
タ５１の＋端子にアクティブ信号が入力される場合には、交流化駆動回路５６で正極性の
駆動信号が発生され、アキュムレータ５１の－端子にアクティブ信号が入力される場合に
は、交流化駆動回路５６で負極性の駆動信号が発生される。
【０１２５】
ここで、リフレッシュを行わないフレーム期間では、スキャン実行タイミング信号ＥＸＴ
が非アクティブとなり、スイッチ５３がＯＦＦとなる。スキャン実行タイミング信号ＥＸ
Ｔは交流化駆動回路５６およびラッチ回路５７にも入力されているが、このとき、ラッチ
回路５７には前回の比較器５２からの信号（アクティブ信号ｓ５２１またはｓ５２２）が
記憶されており、スキャン非実行タイミング信号ＮＸＴがアクティブとなり、ラッチ回路
５７からの信号（加算器５４へ出力されるアクティブ信号ｓ５７１、または加算器５５へ
出力されるアクティブ信号ｓ５７２）がパルス通過許可部５８を通してアキュムレータ５
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１および交流化駆動回路５６に入力される。パルス通過許可部５８は、スキャン非実行タ
イミング信号ＮＸＴがアクティブであるときに信号の通過を許可する。
【０１２６】
ラッチ回路５７の＋端子にアクティブ信号ｓ５２２が記憶されている場合には、アキュム
レータ５１の＋端子に前回に引き続いてアクティブ信号が入力され、＋１をカウントし、
ラッチ回路５７の－端子にアクティブ信号ｓ５２１が記憶されている場合には、アキュム
レータ５１の－端子に前回に引き続いてアクティブ信号が入力され、－１をカウントする
。そして、ラッチ回路５７からの出力信号（アクティブ信号ｓ５７１またはｓ５７２）が
交流化駆動回路５６にも入力されるが、スキャン非実行タイミング信号ＮＸＴがアクティ
ブであるため、スキャン非実行タイミング信号ＮＸＴが入力される交流化駆動回路５６で
は駆動信号を発生させることはない。
【０１２７】
ここで、図２０の回路構成を用いて、フレーム周波数が６０Ｈｚの場合を考えてみる（リ
フレッシュを行わないフレーム期間が存在しない）と、スキャン実行タイミング信号が常
にアクティブであるため、アキュムレータ５１の初期値が０であるならば、交流化駆動回
路５６から発生される駆動信号は、－，＋，－，＋，－，＋，－，＋，－，＋，－，＋，
－，＋，－，＋となる。つまり、＋と－の保持期間が等しいことは明らかである。
【０１２８】
フレーム周波数が４０Ｈｚの場合を考えてみる（リフレッシュを行わないフレーム期間を
表２と同じようにフレームＮｏ．３，６，９，１２，１５とする）と、スキャン実行タイ
ミング信号ＥＸＴはフレームＮｏ．１，２，４，５，７，８，１０，１１，１３，１４で
アクティブであり、スキャン非実行タイミング信号ＮＸＴはフレームＮｏ．３，６，９，
１２，１５でアクティブであるため、アキュムレータ５１の初期値が０であるならば、交
流化駆動回路５６から発生される駆動信号は、－，＋，（＋），－，－，（－），＋，＋
，（＋），－，－，（－），＋，＋，（＋），－となる。（＋）および（－）は交流化駆
動回路５６が駆動されていないが、前回のフレームでの極性の駆動信号が保持されている
ことを示しており、この場合にも＋と－の保持期間は等しくなる。
【０１２９】
フレーム周波数が３０Ｈｚの場合を考えてみる（リフレッシュを行わないフレーム期間を
表２と同じようにフレームＮｏ．２，４，６，８，１０，１２，１４，１６とする）と、
スキャン実行タイミング信号ＥＸＴはフレームＮｏ．１，３，５，７，９，１１，１３，
１５でアクティブであり、スキャン非実行タイミング信号ＮＸＴはフレームＮｏ．２，４
，６，８，１０，１２，１４，１６でアクティブであるため、アキュムレータ５１の初期
値が０であるならば、交流化駆動回路５６から発生される駆動信号は、－，（－），＋，
（＋），－，（－），＋，（＋），－，（－），＋，（＋），－，（－），＋，（＋）と
なる。（＋）および（－）は交流化駆動回路５６が駆動されていないが、前回のフレーム
での極性の駆動信号が保持されていることを示しており、この場合にも＋と－との保持期
間は等しくなる。他のフレーム周波数の場合にも、同じようなことが言える。
【０１３０】
ルックアップテーブルを用いる場合と極性反転を自動で行う方式の場合とでは、両方とも
、１６フレーム期間などのある一定のフレーム期間で見たときに、ある一方の極性に偏っ
てリフレッシュされることを防止することができる。ルックアップテーブルを用いる場合
の方が優れている点としては、フレーム周波数が４０Ｈｚの場合を見ればわかるように、
同じ極性が長く続かない（今回の例示している１６フレーム期間で見ると、ルックアップ
テーブルでは同じ極性の３連続期間の保持は２回、極性反転を自動で行う方式では同じ極
性の３連続期間の保持は４回）ように配慮できることであり、表示品位の向上という点で
優位である。
【０１３１】
また、表示部が複数の領域でリフレッシュ周波数が異なることを考えてみたとき、ルック
アップテーブルを用いる場合では、図１９に示す回路構成が１つあれば対応可能（セレク
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タ４３で、領域毎に使用するフレーム周波数を切換えるようにすれば良い）であるのに対
して、極性反転を自動で行う方式の場合には、図２０に示す回路構成を複数用いなければ
ならない可能性がある（２つの領域で、一方が６０Ｈｚ、もう一方が３０Ｈｚの場合には
、６０Ｈｚに対しては図２０に示す回路は設けなくても良いため、１つで済むが、一方が
４０Ｈｚ、もう一方が３０Ｈｚの場合には、２つ必要となる）。
【０１３２】
一方、極性反転を自動で行う方式の場合の方が優れている点としては、ルックアップテー
ブルでは様々なフレーム周波数に対応させるためには、メモリの容量をそれだけ増やす必
要が出てくるが、極性反転を自動で行う方式は回路構成を変えることなく、様々なフレー
ム周波数に対応することができることである。どちらを用いた方が良いかは使用者の考え
方しだいである。
【０１３３】
このようにして、フレーム反転駆動を行っても、表示品位の低下を防止することができる
。なお、このような考え方は、パーシャル駆動に限らず、低消費電力化のために、フレー
ム周波数をフルフレーム周波数から低下させる場合全般に実施することができる。
【０１３４】
また、上記例は＋の期間と－の期間とができるだけ均等になるような極性の反転を行って
いるが、これは、非表示領域Ｐ２の画素に対して、画素への電圧印加期間における一方の
極性の電圧の実効値と他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となるように両極性
で間欠書込みしていることに相当する。
【０１３５】
液晶表示装置の実際の駆動では正負の電圧差、例えば、画素電極に印加される電圧の正側
の電圧値をＶ＋、負側の電圧値をＶ－とし、液晶材料を介して対向基板に印加される電圧
をＶCOMとし、表示上全面一様な表示を行った場合、正側と負側とで、液晶に印加される
電圧はそれぞれＶpix＋＝｜ＶCOM－Ｖ+｜、Ｖpix－＝｜ＶCOM－Ｖ－｜となる。電圧が均
等とは、ΔＶpix＝（Ｖpix＋）－（Ｖpix－）＝０、つまり、Ｖpix＋＝Ｖpix－を意味す
る。このとき、液晶材料の信頼性の観点からはΔＶpix＜１５０ｍＶが望ましい。また、
表示上ΔＶpixの値が大きくなってフリッカが表示に現れる場合には、表示品位の観点か
ら、ΔＶpixの許容範囲をフリッカが生じないように設定することが望ましい。従って、
均等に近い反転を行う場合、一般には各極性の期間のみならず、電圧の大きさも考慮して
、正極性の電圧の実効値と負極性の電圧の実効値との差を所定値以下とすることで対処す
ればよい。
【０１３６】
上記所定値を小さい値に設定することにより、ある一方の極性に偏らずに間欠書込みする
ことができる。従って、リフレッシュレートを低くした書込みであっても、液晶材料の劣
化を抑制するための画素の極性反転駆動を行うことができ、さらにはこの極性反転駆動を
フリッカが生じないように行うことができる。
【０１３７】
本発明の実施の他の形態について、図９および図１０に基づいて説明すれば、以下のとお
りである。
【０１３８】
図９は、本発明の表示装置の実施の他の形態に係る画像表示装置である液晶表示装置によ
る表示例を示す図である。本実施の形態では、前述の液晶表示装置１１を使用することが
できる。注目すべきは、本実施の形態では、前記映像信号ＲＧＢは、前述の液晶表示装置
１１では非表示とするデータ（たとえば、ライン反転駆動やドット反転駆動を行わない場
合には、リフレッシュされるフレーム内では、前記液晶印加電圧ＶＢ，ＶＷの内、対向電
極の電位に対して、非表示となる一方の電位のみ）であったのに対して、表示のためのデ
ータ（前記液晶印加電圧ＶＢ，ＶＷの内、対向電極の電位に対して、表示となる他方の電
位を含む）とすることである。
【０１３９】
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すなわち、非表示とする画素への印加電圧を、たとえば前記ＶＷとするとき、表示とする
画素への印加電圧を前記ＶＢとすることで、前記走査信号線Ｇ１－１～Ｇｉの領域を図９
（ａ）に示すように多階調表示領域Ｐ１ａとし、前記走査信号線Ｇｉ～Ｇｍの領域を図９
（ａ）に示すように２値表示領域Ｐ２ａとする。そして、２値表示領域Ｐ２ａのリフレッ
シュレートを、多階調表示領域Ｐ１ａのリフレッシュレートよりも低くすることで、表示
品位の低下を抑えつつ、低消費電力化を図ることができる。
【０１４０】
これは、図１０に液晶の印加電圧Ｖと透過率Ｔとの関係を示すように、前記多階調表示領
域Ｐ１ａでは前記印加電圧Ｖに応じて透過率Ｔが変化する線形域Ｈ１が使用され、前記２
値表示領域Ｐ２ａでは前記印加電圧Ｖが多少変化しても透過率Ｔが殆ど変化しない非線形
域Ｈ２，Ｈ３が使用されるためである。すなわち、２値表示領域Ｐ２ａのリフレッシュレ
ートを、多階調表示領域Ｐ１ａのリフレッシュレートよりも低くしても、表示品位の低下
が少ないためである。
【０１４１】
このような構成では、前記データ信号線駆動回路ＳＤ２は、２階調の映像信号ＲＧＢに応
じて前記電位ＶＢまたはＶＷをデータ信号線Ｓに出力するものとなり、前記液晶表示装置
１１は、携帯電話の表示装置などのように、使用時には前記データ信号線駆動回路ＳＤ１
によって高い表示性能を発揮し、待機時には該データ信号線駆動回路ＳＤ２によって必要
最小限の表示を比較的低い表示性能で実現するような用途に好適である。
【０１４２】
本発明の実施のさらに他の形態について、図１１～図１３に基づいて説明すれば、以下の
とおりである。
【０１４３】
図１１は、本発明の表示装置の実施のさらに他の形態に係る画像表示装置である液晶表示
装置２１の電気的構成を示すブロック図である。この液晶表示装置２１は、前述の液晶表
示装置１１に類似し、対応する部分には同一の参照符号を付して、その説明を省略する。
注目すべきは、この液晶表示装置２１では、走査信号線駆動回路ＧＤ’が、２つの走査信
号線駆動部ＧＤ１，ＧＤ２に分割されており、独立または同期して動作することが可能と
なっていることである。これに対応して、制御信号発生回路ＣＴＬａからはフレーム制御
信号ＦＲＣＴＬが出力され、フレーム制御回路２２が前記走査信号線駆動部ＧＤ１からの
出力に応答して走査信号線駆動部ＧＤ２を制御する。前記クロック信号ＣＫＧ、データ走
査スタート信号ＳＰＧおよびパルス幅制御信号ＰＷＣは、前記走査信号線駆動部ＧＤ１，
ＧＤ２に共通である。
【０１４４】
図１２は、前記フレーム制御回路２２の一構成例を示す回路図である。このフレーム制御
回路２２は、Ｐ，Ｎ両極性の並列ＦＥＴから成るアナログスイッチＱ１と、それを駆動す
るインバータＩＮＶと、Ｎ型ＦＥＴから成るスイッチＱ２とを備えて構成される。前記フ
レーム制御信号ＦＲＣＴＬはアナログスイッチＱ１のＮ型ＦＥＴのゲートに直接与えられ
るとともに、インバータＩＮＶで反転された後Ｐ型ＦＥＴのゲートに与えられる。これら
のアナログスイッチＱ１のソースには走査信号線駆動部ＧＤ１の走査信号線Ｇｉ－１に対
応した最後段のシフトレジスタＳＲｉ－１からの転送パルスが入力され、ドレインからは
走査信号線駆動部ＧＤ２の走査信号線Ｇｉに対応した最前段のシフトレジスタＳＲｉへ転
送パルスが出力される。前記アナログスイッチＱ１のドレインにはまた、スイッチＱ２の
ドレインが接続され、このスイッチＱ２のソースは接地され、ゲートには前記フレーム制
御信号ＦＲＣＴＬがインバータＩＮＶで反転されて与えられる。
【０１４５】
このように構成されるフレーム制御回路２２において、フレーム制御信号ＦＲＣＴＬがア
クティブのハイレベルとなると、アナログスイッチＱ１はオンし、スイッチＱ２はオフし
、前記シフトレジスタＳＲｉ－１からの転送パルスはシフトレジスタＳＲｉへ出力される
。これに対して、フレーム制御信号ＦＲＣＴＬが非アクティブのローレベルとなると、ア
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ナログスイッチＱ１はオフし、スイッチＱ２はオンし、前記シフトレジスタＳＲｉ－１か
らの転送パルスのシフトレジスタＳＲｉへの出力は禁止される。
【０１４６】
図１３は、上述のように構成される液晶表示装置２１の一駆動例を説明するための波形図
である。この図１３において、走査信号線駆動部ＧＤ１，ＧＤ２のシフトレジスタの各セ
ルの状態を、参照符ＳＲにセル番号１～ｉ－１，ｉ，ｉ＋１，…を付して示している。
【０１４７】
第１～３のフレームではフレーム制御信号ＦＲＣＴＬがアクティブのハイレベルであり、
この間は前記多階調表示領域Ｐ１ａおよび２値表示領域Ｐ２ａはともにリフレッシュされ
る。これに対して、第４～６のフレームではフレーム制御信号ＦＲＣＴＬが非アクティブ
のローレベルであり、この間は前記多階調表示領域Ｐ１ａのみがリフレッシュされる。第
７のフレームには、前記フレーム制御信号ＦＲＣＴＬは再びアクティブのハイレベルとな
っている。
【０１４８】
これによって、前記図９（ａ）に示す多階調表示領域Ｐ１ａと２値表示領域Ｐ２ａとの境
界となる走査信号線が予め定まっている（前記図１２および図１３ではＧｉ－１とＧｉと
の間）場合には、２値表示領域Ｐ２ａをリフレッシュしない間は前記フレーム制御信号Ｆ
ＲＣＴＬを非アクティブとすることで、走査信号線駆動部ＧＤ２内のシフトレジスタの転
送および走査信号線Ｇｉ～Ｇｍへの選択電圧の出力等が行われることはなく、一層低消費
電力化を図ることができる。
【０１４９】
図９（ａ）では、表示部を多階調表示領域Ｐ１ａと２値表示領域Ｐ２ａとに分けた表示形
態を例に挙げて示したが、図９（ｂ）に示すように、２値表示領域Ｐ１ｂと多階調表示領
域Ｐ２ｂおよび２値表示領域Ｐ３ｂという表示形態をとっても本発明を用いることができ
る。
【０１５０】
このとき、リフレッシュレートを表示に関する劣化を考慮し設定することをすでに述べた
が、例えば時計表示のように表示される画像のうち、秒数を簡易的に表現するために、コ
ロン（：）の表示を点滅するような場合がある。このとき、その変化する部分のみを書き
換えれば、そのような表示形態をとれるので、１秒ごとの書き換え、つまり１Ｈｚで２値
表示領域Ｐ３ｂをリフレッシュすればよいことになる。その際に、Ｐ１ｂの領域に１０Ｈ
ｚでデータが書き換えられ、Ｐ２ｂの領域にＴＶ画像のように６０Ｈｚで映像が書き変え
られている。従って、それぞれの表示領域である、２値表示領域Ｐ１ｂと多階調表示領域
Ｐ２ｂおよび２値表示領域Ｐ３ｂのリフレッシュレートは異なっている。以上のように、
リフレッシュ期間が画素の特性上自由に選択できるのであれば、一つの表示部上で領域を
分けて表示のリフレッシュレートを変更しても構わない。
【０１５１】
また、図９（ｃ）に示すように、２値表示領域Ｐ１ｃと多階調表示領域Ｐ２ｃおよび非表
示領域Ｐ３ｃという表示形態において、それぞれのリフレッシュレートを異ならせても良
い。更に、表示部上での領域を３つではなく、４つ以上に分けても良い。いずれの場合も
、図３に示す走査信号線駆動回路ＧＤに入力されるパルス幅制御信号ＰＷＣまたは図１１
に示すフレーム制御回路２２に入力されるフレーム制御信号ＦＲＣＴＬを適合させること
で実現することができる。
【０１５２】
図９（ｂ）および図９（ｃ）では、表示部上での３つの領域のリフレッシュレートを異な
らせる場合を示しているが、そのうちの２つのリフレッシュレートを同じとしても良い。
その場合を詳述すると、例えば、２値表示領域Ｐ１ｂと２値表示領域Ｐ３ｂとのリフレッ
シュレートを１０Ｈｚ、多階調表示領域Ｐ２ｂのリフレッシュレートを６０Ｈｚとしても
良い。その際に、２値表示領域Ｐ１ｂと２値表示領域Ｐ３ｂとは必ずしも同じタイミング
で書き込まれずに、異なるフレームでそれぞれを書き込んでも良い。
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【０１５３】
同じことが表示部上での領域を４つ以上に分けたときにも言え、表示部上の４つの領域を
Ｐ１ｄ、Ｐ２ｄ、Ｐ３ｄ、Ｐ４ｄ（図示しない）として考えると、それぞれが異なるリフ
レッシュレートとなることに限らず、例えば、領域Ｐ１ｄと領域Ｐ４ｄとのリフレッシュ
レートが１Ｈｚ、領域Ｐ２ｄのリフレッシュレートが１０Ｈｚ、領域Ｐ３ｄのリフレッシ
ュレートが６０Ｈｚであり、領域Ｐ１ｄと領域Ｐ４ｄとが同じタイミングで書き込まれず
に、異なるフレームでそれぞれを書き込まれても良い。
【０１５４】
また、他の例として、領域Ｐ１ｄと領域Ｐ３ｄとが１０Ｈｚ、領域Ｐ２ｄと領域Ｐ４ｄと
が６０Ｈｚ、領域Ｐ１ｄと領域Ｐ３ｄとが同じタイミングで書き込まれずに、異なるフレ
ームでそれぞれを書き込んでも良いし、領域Ｐ２ｄと領域Ｐ４ｄとが同じタイミングで書
き込まれずに、異なるフレームでそれぞれを書き込んでも良い。尚、本発明はここで挙げ
た例に限定されるものではない。
【０１５５】
図１１では、走査信号線駆動回路ＧＤとして２つの走査信号線駆動部に分割されるものを
示しているが、本発明はこれに限定されず、３つ以上の走査信号線駆動部に分割されてい
ても良い。その場合には、フレーム制御回路２２を２つ以上設け、それぞれに対してフレ
ーム制御信号ＦＲＣＴＬを入力すれば良い。
【０１５６】
３つの走査信号線駆動部をＧＤ１１、ＧＤ１２、ＧＤ１３とし、走査信号線駆動部ＧＤ１
１と走査信号線駆動部ＧＤ１２との間に設けるフレーム制御回路を２２１、走査信号線駆
動部ＧＤ１２と走査信号線駆動部ＧＤ１３との間に設けるフレーム制御回路を２２２とし
、フレーム制御回路２２１に入力されるフレーム制御信号をＦＲＣＴＬ１、フレーム制御
回路２２２に入力されるフレーム制御信号をＦＲＣＴＬ２として考えると、あるフレーム
で走査信号線駆動部ＧＤ１１のみを動作させる場合には、フレーム制御信号ＦＲＣＴＬ１
およびＦＲＣＴＬ２をローレベルとすれば良いし、走査信号線駆動部ＧＤ１１およびＧＤ
１２のみを動作させる場合には、フレーム制御信号ＦＲＣＴＬ１はハイレベル、フレーム
制御信号ＦＲＣＴＬ２はローレベルとすれば良い。走査信号線駆動部ＧＤ１１、ＧＤ１２
、およびＧＤ１３の全てを動作させる場合には、フレーム制御信号ＦＲＣＴＬ１およびＦ
ＲＣＴＬ２をハイレベルとすれば良い。
【０１５７】
また、走査信号線駆動回路で使用するシフトレジスタが双方向のシフトレジスタであれば
、走査信号線駆動部ＧＤ１１側からではなく走査信号線駆動部ＧＤ１３側からデータ走査
スタート信号ＳＰＧを入力することにより、走査信号線駆動部ＧＤ１３のみを動作させる
場合には、フレーム制御信号ＦＲＣＴＬ１およびＦＲＣＴＬ２はローレベルとすれば良い
し、走査信号線駆動部ＧＤ１２およびＧＤ１３のみを動作させる場合には、フレーム制御
信号ＦＲＣＴＬ１はローレベル、フレーム制御信号ＦＲＣＴＬ２はハイレベルとすれば良
い。同じことが走査信号線駆動回路を４つ以上の走査信号線駆動部に分割する場合にも言
える。
【０１５８】
本発明の実施の他の形態について、図１４～図１８に基づいて説明すれば、以下のとおり
である。
【０１５９】
図１４は、本発明の実施の他の形態の画像表示装置である液晶表示装置３１の電気的構成
を示すブロック図である。この液晶表示装置３１は、前述の液晶表示装置１１，２１に類
似し、対応する部分には同一の参照符号を付して、その説明を省略する。注目すべきは、
この液晶表示装置３１では、前記表示部１２が、表示部１２ａ，１２ｂの２つに分割され
、それに対応して、前記データ信号線駆動回路ＳＤ１も２つのデータ信号線駆動回路ＳＤ
１ａ，ＳＤ１ｂに分割されるとともに、前記走査信号線駆動回路ＧＤも２つの走査信号線
駆動回路ＧＤａ，ＧＤｂに分割されていることである。
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【０１６０】
前記表示部１２ａ，１２ｂ間では、走査信号線は、参照符Ｇ１ａ～Ｇｍａ；Ｇ１ｂ～Ｇｍ
ｂで示すように分断されており、各データ信号線駆動回路ＳＤ１ａ，ＳＤ１ｂによって、
個別に走査可能であるとともに、同期しての走査も可能である。
【０１６１】
前記データ信号線駆動回路ＳＤ１ａはシフトレジスタ１３ａおよびサンプリング回路１４
ａから構成され、前記データ信号線駆動回路ＳＤ１ｂはシフトレジスタ１３ｂおよびサン
プリング回路１４ｂから構成される。そして、シフトレジスタ１３ａ，１３ｂ間には、制
御信号発生回路ＣＴＬｂからのパルス転送信号ＰＴＬに応答して、シフトレジスタ１３ａ
の最後段からのサンプリングパルスをシフトレジスタ１３ｂの最前段に入力するか否かを
制御する切換え回路３２が介在されている。
【０１６２】
一方、データ信号線駆動回路ＳＤ２ａも、２つのシフトレジスタ１５ａ，１５ｂと、これ
らのシフトレジスタの出力に応答して前記２値の映像信号ＲＧＢを順にラッチしてゆく前
記ラッチ回路１６と、前記制御信号ＴＲＦに応答して、ラッチ回路１６からの出力に応じ
た前記液晶印加電圧ＶＢと液晶印加電圧ＶＷとの何れかを選択し、各データ信号線Ｓに出
力する２つのセレクタ１７ａ，１７ｂとを備えて構成される。また、このデータ信号線駆
動回路ＳＤ２ａに関連して、前記制御信号ＴＲＦを、セレクタ１７ｂのみ、またはセレク
タ１７ａ，１７ｂ共に与えるかを切換える転送位置指示回路３３が設けられている。
【０１６３】
図１５は、前記転送位置指示回路３３の一構成例を示す回路図である。上述のように、前
記制御信号ＴＲＦはセレクタ１７ｂを選択するための選択信号ＳＥＬｂとしてスルー出力
されるとともに、Ｐ型ＦＥＴから成るアナログスイッチＱ１１のソースに与えられる。こ
のアナログスイッチＱ１１のドレインからはセレクタ１７ａを選択するための選択信号Ｓ
ＥＬａが出力され、ゲートには前記制御信号発生回路ＣＴＬｂから転送制御信号ＴＲＦＴ
が与えられる。前記アナログスイッチＱ１１のドレインにはまた、Ｎ型ＦＥＴから成るス
イッチＱ１２のドレインが接続され、このスイッチＱ１２のソースは接地され、ゲートに
は前記転送制御信号ＴＲＦＴが与えられる。
【０１６４】
このように構成される転送位置指示回路３３において、ハイアクティブの転送信号ＴＲＦ
は１水平期間内のブランク期間に供給されるのであるけれども、ローアクティブの転送制
御信号ＴＲＦＴがローレベルであるときにはアナログスイッチＱ１１がオンし、スイッチ
Ｑ１２がオフし、該転送信号ＴＲＦは、選択信号ＳＥＬａ，ＳＥＬｂとして、セレクタ１
７ａ，１７ｂに共に出力される。したがって、セレクタ１７ａ，１７ｂ共に、映像信号Ｒ
ＧＢに応じて、液晶印加電圧ＶＢと液晶印加電圧ＶＷとの何れかが選択され、前記ブラン
ク期間に各データ信号線Ｓに一括して出力される。
【０１６５】
これに対して、前記転送制御信号ＴＲＦＴがハイレベルになると、アナログスイッチＱ１
１がオフし、スイッチＱ１２がオンし、前記選択信号ＳＥＬａは非アクティブのローレベ
ルに固定され、選択信号ＳＥＬｂのみが出力される。したがって、セレクタ１７ｂのみで
、映像信号ＲＧＢに応じて、液晶印加電圧ＶＢと液晶印加電圧ＶＷとの何れかが選択され
、各データ信号線Ｓに出力される。
【０１６６】
図１６は、上述のように構成される液晶表示装置３１の一駆動例を説明するための波形図
である。この図１６において、データ信号線駆動回路ＳＤ１ａのシフトレジスタ１３ａの
各セルの状態を、参照符ＳＲ１ａにセル番号１～ｊを付して示している。また、データ信
号線駆動回路ＳＤ１ｂのシフトレジスタ１３ｂの各セルの状態を、参照符ＳＲ１ｂにセル
番号１，２，…を付して示している。同様に、データ信号線駆動回路ＳＤ２ａのシフトレ
ジスタ１５ａの各セルの状態を、参照符ＳＲ２ａにセル番号１～ｊを付して示し、シフト
レジスタ１５ｂの各セルの状態を、参照符ＳＲ２ｂにセル番号１，２，…を付して示して
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いる。
【０１６７】
この図１６の例ではまた、データ信号線Ｓ１～Ｓｊ－１とデータ信号線Ｓｊ，Ｓｊ＋１，
…で分割した制御を行う例を示している。すなわち、前記表示部１２ａとしてはデータ信
号線Ｓ１～Ｓｊ－１の領域となり、表示部１２ｂとしてはデータ信号線Ｓｊ～Ｓｍの領域
となる。さらにまた、走査信号線Ｇ１～Ｇｉ－１と走査信号線Ｇｉ，Ｇｉ＋１，…とで分
割した制御を行う例を示している。
【０１６８】
前記ｉ－１ライン目までは、前記パルス転送信号ＰＴＬはアクティブのハイレベルであり
、これによって表示部１２ａ，表示部１２ｂには、それぞれデータ信号線駆動回路ＳＤ１
ａ，ＳＤ１ｂからの多階調の映像信号ＤＡＴが書込まれる。このとき、データ信号線駆動
回路ＳＤ２ａには前記データ走査スタート信号ＳＰＳ２は入力されず、また前記転送信号
ＴＲＦは入力されず、データ信号線駆動回路ＳＤ２ａは動作を停止しており、消費電力が
抑えられるとともに、該データ信号線駆動回路ＳＤ２ａによる電位ＶＢまたはＶＷの書込
みは禁止される。
【０１６９】
これに対して、前記ｉライン目からは、前記パルス転送信号ＰＴＬは非アクティブのロー
レベルとなり、データ信号線駆動回路ＳＤ１ａのシフトレジスタ１３ａの最後段のセルＳ
Ｒ１ａｊからデータ信号線駆動回路ＳＤ１ｂのシフトレジスタ１３ｂの最前段のセルＳＲ
１ｂ１へのパルスの転送は禁止される。これによって、表示部１２ａのみにデータ信号線
駆動回路ＳＤ１ａからの多階調の映像信号ＤＡＴが書込まれ、データ信号線駆動回路ＳＤ
１ｂによる書込みは禁止となる。このとき、データ信号線駆動回路ＳＤ２ａには前記デー
タ走査スタート信号ＳＰＳ２が入力されており、また前記転送制御信号ＴＲＦＴはローレ
ベルとなっており、前記転送信号ＴＲＦがアクティブのハイレベルとなるブランク期間に
、表示部１２ｂのみに、該データ信号線駆動回路ＳＤ２ａによる電位ＶＢまたはＶＷの書
込みが行われる。すなわち、前記ｉライン目からは、表示部１２ａ，表示部１２ｂは、そ
れぞれデータ信号線駆動回路ＳＤ１ａ，ＳＤ２ａによってデータが書込まれることになる
。
【０１７０】
図１７は、図１６のような駆動による表示例を示す図である。表示部１２ａの総ておよび
表示部１２ｂのｉ－１ライン目までは多階調の表示が行われ、表示部１２ｂのｉライン目
からは２値表示が行われる。このようにして、多階調表示と２値表示とを複雑に組合わせ
た表示を行うことができる。そして、図１６では紙面の都合上省略しているけれども、２
値表示の領域のリフレッシュレートを多階調表示の領域のリフレッシュレートよりも低く
することで、表示品位の低下を抑えつつ、低消費電力化を図ることができる。
【０１７１】
また、図１８は、上述のように構成される液晶表示装置３１による他の表示例を示す図で
ある。この例では、表示部１２ａを表示部とし、表示部１２ｂを非表示部としている。表
示部１２ａは、データ信号線駆動回路ＳＤ１ａとデータ信号線駆動回路ＳＤ２ａとの何れ
で駆動されてもよく、表示部１２ｂはデータ信号線駆動回路ＳＤ２ａで駆動される。表示
部１２ｂのリフレッシュレートは表示部１２ａのリフレッシュレートよりも低く、均一に
前記電位ＶＢまたはＶＷに書込まれることで、非表示で有為な情報は表示しないものの、
背景などとして用いることができる黒または白の均一な表示が行われる。なお、表示部１
２ａが２階調で表示される場合、前記図１０から、データ信号線駆動回路ＳＤ１ａを用い
る場合は、表示品位を維持するために、データ信号線駆動回路ＳＤ２ａを用いる場合に比
べて、リフレッシュレートを高くする必要がある。
【０１７２】
そして、前記データ信号線駆動回路ＳＤ１ａが使用される場合には、前記パルス転送信号
ＰＴＬによってデータ信号線駆動回路ＳＤ１ｂの動作を停止し、データ信号線駆動回路Ｓ
Ｄ１ａ，ＳＤ１ｂが共に使用されない場合には、前記データ走査スタート信号ＳＰＳ１の
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入力を停止して、共に動作を停止させることができる。また、前記データ信号線駆動回路
ＳＤ２ａでは、前記制御信号ＴＲＦによって、セレクタ１７ａの動作を停止させることが
できる。
【０１７３】
図１７および図１８では、表示部１２を２つの表示領域に分けた場合の表示例として示し
たが、本発明はこれに限定されるものではなく、表示部上で３つ以上の領域に分けても良
い。３つの領域をＰ１ｅ、Ｐ２ｅ、Ｐ３ｅ（図示しない）として考えると、３つの領域そ
れぞれのリフレッシュレートを異ならせても良いし、領域Ｐ１ｅと領域Ｐ３ｅとのリフレ
ッシュレートを同じとしても良い。また、領域Ｐ１ｅと領域Ｐ３ｅとのリフレッシュレー
トが同じ場合に、領域Ｐ１ｅと領域Ｐ３ｅとが同じタイミングで書き込まれずに、異なる
フレームでそれぞれを書き込んでも良い。
【０１７４】
同じことが表示部上の領域を４つ以上に分けたときにも言え、４つの領域をＰ１ｆ、Ｐ２
ｆ、Ｐ３ｆ、Ｐ４ｆとして考えると、それぞれが異なるリフレッシュレートとなることに
限らず、例えば、領域Ｐ１ｆと領域Ｐ４ｆとのリフレッシュレートが１Ｈｚ、領域Ｐ２ｆ
のリフレッシュレートが１０Ｈｚ、領域Ｐ３ｆとのリフレッシュレートが６０Ｈｚであり
、領域Ｐ１ｆと領域Ｐ４ｆとが同じタイミングで書き込まれずに、異なるフレームでそれ
ぞれを書き込んでも良い。また、他の例として、領域Ｐ１ｆと領域Ｐ３ｆとが１０Ｈｚ、
領域Ｐ２ｆと領域Ｐ４ｆとが６０Ｈｚ、領域Ｐ１ｆと領域Ｐ３ｆとが同じタイミングで書
き込まれずに、異なるフレームでそれぞれを書き込んでも良いし、領域Ｐ２ｆと領域Ｐ４
ｆとが同じタイミングで書き込まれずに、異なるフレームでそれぞれを書き込んでも良い
。尚、本発明はここで挙げた例に限定されるものではない。
【０１７５】
いずれの場合も、図１４に示す液晶表示装置のデータ信号線駆動回路ＳＤ１ａに入力され
るパルス転送信号ＰＴＬ、データ信号線駆動回路ＳＤ１ｂに入力される転送制御信号ＴＲ
ＦＴ、走査信号線駆動回路ＧＤａおよびＧＤｂに入力されるパルス幅制御信号ＰＷＣ（ま
たは図１１に示すようなフレーム制御回路２２に入力されるフレーム制御信号ＦＲＣＴＬ
）を適合させることで実現することができる。
【０１７６】
図１４では、データ信号線駆動回路ＳＤ１として２つのデータ信号線駆動回路に分割され
るものを示しているが、本発明はこれに限定されず、３つ以上のデータ信号線駆動回路に
分割されていても良い。その場合には、切換え回路３２を２つ以上設け、それぞれに対し
てパルス転送信号ＰＴＬを入力すれば良い。
【０１７７】
３つのデータ信号線駆動回路をＳＤ１１ａ、ＳＤ１１ｂ、ＳＤ１１ｃとし、データ信号線
駆動回路ＳＤ１１ａとデータ信号線駆動回路ＳＤ１１ｂとの間に設ける切換え回路を３２
１、データ信号線駆動回路ＳＤ１１ｂとデータ信号線駆動回路ＳＤ１１ｃとの間に設ける
切換え回路を３２２とし、３２１に入力されるパルス転送信号をＰＴＬ１、切換え回路３
２２に入力されるパルス転送信号をＰＴＬ２として考えると、あるフレームでデータ信号
線駆動回路ＳＤ１１ａのみを動作させる場合には、パルス転送信号ＰＴＬ１およびＰＴＬ
２をローレベルとすれば良いし、データ信号線駆動回路ＳＤ１１ａおよびＳＤ１１ｂのみ
を動作させる場合には、パルス転送信号ＰＴＬ１はハイレベル、パルス転送信号ＰＴＬ２
はローレベルとすれば良い。
【０１７８】
データ信号線駆動回路ＳＤ１１ａ、ＳＤ１１ｂ、およびＳＤ１１ｃの全てを動作させる場
合には、パルス転送信号ＰＴＬ１およびＰＴＬ２をハイレベルとすれば良い。また、デー
タ信号線駆動回路で使用するシフトレジスタが双方向のシフトレジスタであれば、データ
信号線駆動回路ＳＤ１１ａ側からではなくデータ信号線駆動回路ＳＤ１１ｃ側からデータ
走査スタート信号ＳＰＳを入力することにより、データ信号線駆動回路ＳＤ１１ｃのみを
動作させる場合には、パルス転送信号ＰＴＬ１およびＰＴＬ２はローレベルとすれば良い
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し、データ信号線駆動回路ＳＤ１１ｂおよびＳＤ１１ｃのみを動作させる場合には、パル
ス転送信号ＰＴＬ１はローレベル、パルス転送信号ＰＴＬ２はハイレベルとすれば良い。
同じことがデータ信号線駆動回路を４つ以上のデータ信号線駆動回路に分割する場合にも
言える。
【０１７９】
また、図１４では、データ信号線駆動回路ＳＤ２ａのセレクタとして２つのセレクタに分
割されるものを示しているが、本発明はこれに限定されず、３つ以上のセレクタに分割さ
れていても良い。
【０１８０】
また、本発明では、表示部上での領域毎のリフレッシュレートを一定とする必要はなく、
異なるようにしても良い。例えば、図９（ａ）の多階調表示領域Ｐ１ａと２値表示領域Ｐ
２ａとを、ある一定時間後に、Ｐ１ａを２値表示領域、Ｐ２ａを多階調表示領域に変更し
、それに伴って、Ｐ１ａとＰ２ａとのリフレッシュレートをそれぞれ変更しても良い。同
じことが他の実施形態に関しても言える。
【０１８１】
更に、これまで述べてきた実施の形態は、表示領域を走査線やデータ信号線の単位で領域
を分けてリフレッシュレートをそれぞれ表示の態様ごとに変更してきたが、画素単位でリ
フレッシュレートを異ならせてもよい。
【０１８２】
本発明の液晶表示装置１１，２１，３１では、データ信号線駆動回路ＳＤ１，ＳＤ１ａ，
ＳＤ１ｂ；ＳＤ２，ＳＤ２ａ、走査信号線駆動回路ＧＤ，ＧＤ’，ＧＤａ，ＧＤｂおよび
アクティブ素子ＳＷ等は、多結晶シリコン薄膜トランジスタなどの高移動度のアクティブ
素子から成り、それらが同一の基板に形成されることが望ましい。前記高移動度の素子は
前述のようにオフ時のリーク電流が大きいので、本発明が特に有効である。また、データ
信号線Ｓの数および走査信号線Ｇの数が増加しても、基板外に出す信号線の数が変化せず
、組立てる必要がないので、各信号線の容量の不所望な増大を防止することができるとと
もに、集積度の低下を防止することができる。
【０１８３】
また、本発明の液晶表示装置１１，２１，３１では、前記データ信号線駆動回路ＳＤ１，
ＳＤ１ａ，ＳＤ１ｂ；ＳＤ２，ＳＤ２ａ、走査信号線駆動回路ＧＤ，ＧＤ’，ＧＤａ，Ｇ
Ｄｂおよび各画素回路は、６００℃以下のプロセス温度で製造されるアクティブ素子を含
んでいる。このようにアクティブ素子のブロセス温度を６００℃以下に設定すると、各ア
クティブ素子の基板として、通常のガラス基板（歪み点が６００℃以下のガラス基板）を
使用しても、歪み点以上のプロセスに起因する反りやたわみが発生しないので、実装が容
易で、より表示面積の広い液晶表示装置を実現することができる。
【０１８４】
なお、たとえば特許文献２には、たとえばアスペクト比が４：３の表示部に、１６：９の
画像を表示する場合のように、表示部のライン数よりもライン数の少ない画像を表示する
場合に、限られた走査期間に非表示となる領域を走査するために、非表示領域をインター
レースで走査して、非表示データの書込みを行うことが記載されている。しかしながら、
この先行技術では、非表示領域の走査期間は、常に、奇数ラインまたは偶数ラインの何れ
かを走査しており、非表示領域を間欠走査する本発明の液晶表示装置１１とは全く異なる
ものである。
【０１８５】
また、前記液晶表示装置１１では、多階調データと２値データとを書込むために２つのデ
ータ信号線駆動回路ＳＤ１とＳＤ２とが設けられているけれども、前記パーシャル駆動は
何れか１つで実現することができる。
【０１８６】
【発明の効果】
本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、アクティブ素子を有する複数の画素から
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なる表示部を備えた表示装置の駆動方法において、画素のリフレッシュレートを少なくと
も２つ設け、前記表示部を複数の領域に分割し、前記複数の領域のそれぞれに対して、前
記リフレッシュレートのいずれかで画素にデータを書込む構成である。
【０１８７】
それゆえ、アクティブ素子を用いて表示部に表示および非表示などのように複数種類の態
様の表示を行うにあたって、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上することができる表示
装置の駆動方法を提供することができる。
【０１８８】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記複数の領域は表示領域と非表
示領域との２つの領域であり、前記表示領域の画素にデータを毎フレーム書込むまたは間
欠書込みし、前記非表示領域の画素にデータを、前記表示領域の画素への書込みよりも低
いリフレッシュレートで間欠書込みする構成である。
【０１８９】
それゆえ、アクティブ素子を用いる表示装置でパーシャル駆動を行うにあたって、消費電
力を抑えつつ、表示品位を向上することができる表示装置の駆動方法を提供することがで
きる。
【０１９０】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記非表示領域とする画素への間
欠書込みの周期を、表示形態、アクティブ素子の種類、素子サイズ、対向電極の駆動法、
液晶材料、補助容量ならびに前記表示領域の表示内容および面積の少なくとも１つに基づ
いて決定する構成である。
【０１９１】
それゆえ、表示品位に影響を与えない範囲で、リフレッシュレートを最も低い周波数に選
ぶことができる。
【０１９２】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記非表示領域の画素に対して、
画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧の実効値と他方の極性の電圧の実効値と
の差が所定値以下となるように両極性で間欠書込みする構成である。
【０１９３】
それゆえ、リフレッシュレートを低くした書込みであっても、液晶材料の劣化を抑制する
ための画素の極性反転駆動を行うことができ、さらにはこの極性反転駆動をフリッカが生
じないように行うことができる。
【０１９４】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記非表示領域の画素への書込み
極性を、前回までの書込み極性に対応するように設定する構成である。
【０１９５】
それゆえ、非表示領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように
設定するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる。
【０１９６】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記非表示領域の画素への書込み
極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整する構成である。
【０１９７】
それゆえ、非表示領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調
整するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる。また、
リフレッシュレートの種類だけのメモリを必要としない点で、様々なリフレッシュレート
に容易に対応することができる。
【０１９８】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記複数の領域は２つの表示領域
であり、一方の表示領域の画素にデータを毎フレーム書込むまたは間欠書込みし、他方の
表示領域の画素にデータを、前記一方の表示領域の画素への書込みよりも低いリフレッシ
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ュレートで間欠書込みする構成である。
【０１９９】
それゆえ、２つの表示領域はそれぞれのリフレッシュレートで書込まれ、一方の表示領域
の画素への書込みが他方の表示領域の画素に影響して、他方の表示領域に不所望な表示が
発生してしまうことはない。また、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上することができ
る。
【０２００】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記他方の表示領域の画素への間
欠書込みの周期を、表示形態、アクティブ素子の種類、素子サイズ、対向電極の駆動法、
液晶材料、補助容量ならびに前記一方の表示領域の表示内容および面積の少なくとも１つ
に基づいて決定する構成である。
【０２０１】
それゆえ、表示品位に影響を与えない範囲で、リフレッシュレートを最も低い周波数に選
ぶことができる。
【０２０２】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記他方の表示領域の画素に対し
て、画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧の実効値と他方の極性の電圧の実効
値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書込みする構成である。
【０２０３】
それゆえ、リフレッシュレートを低くした書込みであっても、液晶材料の劣化を抑制する
ための画素の極性反転駆動を行うことができ、さらにはこの極性反転駆動をフリッカが生
じないように行うことができる。
【０２０４】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記他方の表示領域の画素への書
込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように設定する構成である。
【０２０５】
それゆえ、他方の表示領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するよ
うに設定するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる。
【０２０６】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記他方の表示領域の画素への書
込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整する構成である。
【０２０７】
それゆえ、他方の表示領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自
動調整するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる。ま
た、リフレッシュレートの種類だけのメモリを必要としない点で、様々なリフレッシュレ
ートに容易に対応することができる。
【０２０８】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記複数の領域は３つ以上の領域
であり、前記３つ以上の領域に対して互いに異なるリフレッシュレートでそれぞれの画素
にデータを書込む構成である。
【０２０９】
それゆえ、３つの領域はそれぞれのリフレッシュレートで書込まれ、ある領域の画素への
書込みがそれよりもリフレッシュレートが低い領域の画素に影響して、不所望な表示が発
生してしまうことはない。また、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上することができる
。
【０２１０】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記３つ以上の領域の少なくとも
１つの領域の画素に対して、画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧の実効値と
他方の極性の電圧の実効値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書込みする構成
である。
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【０２１１】
それゆえ、リフレッシュレートを低くした書込みであっても、液晶材料の劣化を抑制する
ための画素の極性反転駆動を行うことができ、さらにはこの極性反転駆動をフリッカが生
じないように行うことができる。
【０２１２】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記少なくとも１つの領域の画素
への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように設定する構成である。
【０２１３】
それゆえ、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように設
定するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる。
【０２１４】
さらに本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、前記少なくとも１つの領域の画素
への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整する構成である。
【０２１５】
それゆえ、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整
するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる。また、リ
フレッシュレートの種類だけのメモリを必要としない点で、様々なリフレッシュレートに
容易に対応することができる。
【０２１６】
また、本発明の表示装置は、以上のように、アクティブマトリクス型の表示装置において
、データ信号線駆動回路および走査信号線駆動回路を駆動して表示部の画素へのデータの
書込みを制御する制御信号発生回路は、少なくとも２つのリフレッシュレートによって画
素へのデータの書込みを制御することができ、前記表示部を複数の領域に分割し、前記複
数の領域のそれぞれに対して、前記リフレッシュレートのいずれかで画素へのデータの書
込みを制御する構成である。
【０２１７】
それゆえ、アクティブ素子を用いて表示部に表示および非表示などのように複数種類の態
様の表示を行うにあたって、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上することができる表示
装置を提供することができる。
【０２１８】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記制御信号発生回路は、前記複数の領域と
して表示領域と非表示領域との２つの領域に分割し、前記表示領域とする画素へのデータ
の書込みを毎フレーム行わせ、前記非表示領域とする画素へは非表示とするためのデータ
を間欠書込みさせる構成である。
【０２１９】
それゆえ、アクティブ素子を用いる表示装置でパーシャル駆動を行うにあたって、消費電
力を抑えつつ、表示品位を向上することができる表示装置を提供することができる。
【０２２０】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記非表示領域とする画素への間欠書込みの
周期を、表示形態、アクティブ素子の種類、素子サイズ、対向電極の駆動法、液晶材料、
補助容量ならびに部分表示領域の表示内容および面積の少なくとも１つに基づいて決定す
る構成である。
【０２２１】
それゆえ、表示品位に影響を与えない範囲で、リフレッシュレートを最も低い周波数に選
ぶことができる。
【０２２２】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記非表示領域の各画素に対して、画素への
電圧印加期間における一方の極性の電圧の実効値と他方の極性の電圧の実効値との差が所
定値以下となるように両極性で間欠書込みする構成である。
【０２２３】
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それゆえ、リフレッシュレートを低くした書込みであっても、液晶材料の劣化を抑制する
ための画素の極性反転駆動を行うことができ、さらにはこの極性反転駆動をフリッカが生
じないように行うことができる。
【０２２４】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記非表示領域の画素への書込み極性を、前
回までの書込み極性に対応するように設定する極性設定手段を有する構成である。
【０２２５】
それゆえ、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように設
定するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる。
【０２２６】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記非表示領域の画素への書込み極性を、前
回までの書込み極性に基づいて自動調整する極性自動調整手段を有する構成である。
【０２２７】
それゆえ、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整
するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる。また、リ
フレッシュレートの種類だけのメモリを必要としない点で、様々なリフレッシュレートに
容易に対応することができる。
【０２２８】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記制御信号発生回路は、前記複数の領域と
して２つの表示領域に分割し、一方の表示領域の画素へのデータの書込みを毎フレーム行
わせ、他方の表示領域の画素へはデータを間欠書込みさせる構成である。
【０２２９】
それゆえ、２つの表示領域はそれぞれのリフレッシュレートで書込まれ、一方の表示領域
の画素への書込みが他方の表示領域の画素に影響して、他方の表示領域に不所望な表示が
発生してしまうことはない。また、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上することができ
る。
【０２３０】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記他方の表示領域の画素への間欠書込みの
周期を、表示形態、アクティブ素子の種類、素子サイズ、対向電極の駆動法、液晶材料、
補助容量ならびに一方の表示領域の表示内容および面積の少なくとも１つに基づいて決定
する構成である。
【０２３１】
それゆえ、表示品位に影響を与えない範囲で、リフレッシュレートを最も低い周波数に選
ぶことができる。
【０２３２】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記他方の表示領域の画素に対して、画素へ
の電圧印加期間における一方の極性の電圧の実効値と他方の極性の電圧の実効値との差が
所定値以下となるように両極性で間欠書込みする構成である。
【０２３３】
それゆえ、リフレッシュレートを低くした書込みであっても、液晶材料の劣化を抑制する
ための画素の極性反転駆動を行うことができ、さらにはこの極性反転駆動をフリッカが生
じないように行うことができる。
【０２３４】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記他方の表示領域の画素への書込み極性を
、前回までの書込み極性に対応するように設定する極性設定手段を有する構成である。
【０２３５】
それゆえ、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように設
定するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる。
【０２３６】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記他方の表示領域の画素への書込み極性を
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、前回までの書込み極性に基づいて自動調整する極性自動調整手段を有する構成である。
【０２３７】
それゆえ、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整
するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる。また、リ
フレッシュレートの種類だけのメモリを必要としない点で、様々なリフレッシュレートに
容易に対応することができる。
【０２３８】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記制御信号発生回路は、前記複数の領域と
して３つ以上の領域に分割し、前記３つ以上の領域に対して互いに異なるリフレッシュレ
ートでそれぞれの画素にデータを書込ませる構成である。
【０２３９】
それゆえ、３つの領域はそれぞれのリフレッシュレートで書込まれ、ある領域の画素への
書込みがそれよりもリフレッシュレートが低い領域の画素に影響して、不所望な表示が発
生してしまうことはない。また、消費電力を抑えつつ、表示品位を向上することができる
。
【０２４０】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記３つ以上の領域の少なくとも１つの領域
の画素に対して、画素への電圧印加期間における一方の極性の電圧の実効値と他方の極性
の電圧の実効値との差が所定値以下となるように両極性で間欠書込みする構成である。
【０２４１】
それゆえ、リフレッシュレートを低くした書込みであっても、液晶材料の劣化を抑制する
ための画素の極性反転駆動を行うことができ、さらにはこの極性反転駆動をフリッカが生
じないように行うことができる。
【０２４２】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記少なくとも１つの領域の画素への書込み
極性を、前回までの書込み極性に対応するように設定する極性設定手段を有する構成であ
る。
【０２４３】
それゆえ、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に対応するように設
定するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる。
【０２４４】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記少なくとも１つの領域の画素への書込み
極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整する極性自動調整手段を有する構成で
ある。
【０２４５】
それゆえ、ある領域の画素への書込み極性を、前回までの書込み極性に基づいて自動調整
するので、各極性の電圧の実効値の差を正確に所定値以下にすることができる。また、リ
フレッシュレートの種類だけのメモリを必要としない点で、様々なリフレッシュレートに
容易に対応することができる。
【０２４６】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記データ信号線駆動回路は、前記複数の領
域のうち、少なくとも１つの領域の画素へのデータの書込みを行う多階調ドライバと、前
記複数の領域のうち、前記多階調ドライバによって書込みが行われる領域以外の領域の画
素へのデータの書込みを行う２値ドライバとで構成され、前記制御信号発生回路は、前記
多階調ドライバと前記２値ドライバとを択一的に駆動する構成である。
【０２４７】
それゆえ、これら２つのドライバを搭載し、それらを選択的に使用することで、前記高性
能のアナログアンプを使用する機会を減らし、低消費電力化を図ることができる。
【０２４８】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記多階調ドライバは複数のドライバを備え
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、前記多階調ドライバの前段側のドライバの最後段のシフトレジスタからの転送パルスを
次段側のドライバの最前段のシフトレジスタへ転送する切換え回路をさらに備え、前記制
御信号発生回路は、前記切換え回路による転送パルスの転送の許可および禁止を制御する
構成である。
【０２４９】
それゆえ、多階調表示と２値表示とを複雑に組み合わせた表示を行うことができる。
【０２５０】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記２値ドライバは、シフトレジスタと、前
記２値ドライバの前記シフトレジスタの出力パルスに応答して２値の映像信号をラッチす
るラッチ回路と、前記ラッチ回路からの出力に応じた液晶印加電圧を選択する複数のセレ
クタとを備え、前記複数のセレクタのそれぞれをアクティブあるいは非アクティブとする
転送位置指示回路をさらに備え、前記制御信号発生回路は、前記転送位置指示回路による
前記複数のセレクタのそれぞれのアクティブおよび非アクティブを制御する構成である。
【０２５１】
それゆえ、多階調表示と２値表示とを複雑に組み合わせた表示を行うことができる。
【０２５２】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記走査信号線駆動回路は、ｍ段のシフトレ
ジスタとｍ個の第１の論理回路とを備え、前記ｍ個の第１の論理回路のそれぞれは、前記
ｍ段のシフトレジスタの対応する段からのパルスが入力されると共に、該パルスの出力の
許可および禁止を制御するためのパルス幅制御信号が入力され、前記制御信号発生回路は
、前記パルス幅制御信号のパルス幅を制御する構成である。
【０２５３】
それゆえ、ｍ個の第１の論理回路のそれぞれがｍ段のシフトレジスタの対応する段から入
力されるパルスを、制御信号発生回路によってパルス幅が制御されたパルス幅制御信号に
よって出力許可されると、その第１の論理回路からは走査信号をアクティブとして書込み
を行うことができ、出力禁止されると、走査信号を非アクティブとして書込みを行わない
ようにすることができる。
【０２５４】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記走査信号線駆動回路は、前記ｍ段のシフ
トレジスタと前記ｍ個の第１論理回路との間にｍ個の第２論理回路をさらに備え、前記ｍ
個の第２論理回路のそれぞれは、前記ｍ段のシフトレジスタの対応する段の入力パルスと
出力パルスとから、前記ｍ段のシフトレジスタの対応する段からの前記パルスを作成する
構成である。
【０２５５】
それゆえ、ｍ段のシフトレジスタの対応する段の入力パルスと出力パルスとから、第１の
論理回路が出力すべきあるいは出力を禁止すべきパルスを作成することができる。
【０２５６】
さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記走査信号線駆動回路は複数のドライバを
備え、前記走査信号線駆動回路の前段側のドライバの最後段のシフトレジスタからの転送
パルスを、次段側のドライバの最前段のシフトレジスタへ転送するフレーム制御回路をさ
らに備え、前記制御信号発生回路は、前記フレーム制御回路による前記転送パルスの転送
の許可および禁止を制御する構成である。
【０２５７】
それゆえ、フレーム制御回路によって前段側のドライバの最後段のシフトレジスタから次
段側のドライバの最前段のシフトレジスタへ転送パルスの転送を許可するときには両ドラ
イバに対応する領域に、同じ高いリフレッシュレートでの書込みを行うことができ、また
、フレーム制御回路によって転送パルスの転送を禁止するときには前段側のドライバに対
応する領域に高いリフレッシュレートによる書込みを行って、後段側のドライバに対応す
る領域に低いリフレッシュレートでの書込みを行うことができる。
【０２５８】
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さらに本発明の表示装置は、以上のように、前記アクティブ素子が、多結晶シリコン薄膜
トランジスタからなる構成である。
【０２５９】
それゆえ、多結晶シリコン薄膜トランジスタは移動度が高い反面、オフ抵抗が低く、オフ
時のリーク電流が大きいので、本発明が特に有効である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態の表示装置である液晶表示装置の電気的構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】図１の液晶表示装置における各画素の等価回路図である。
【図３】図１の液晶表示装置における走査信号線駆動回路の一構成例を示すブロック図で
ある。
【図４】図１で示す液晶表示装置の走査信号線駆動回路の各部の波形図である。
【図５】図１で示す液晶表示装置のパーシャル駆動時の表示例を示す図である。
【図６】前記図５のような表示を実現する駆動方法を説明するための波形図である。
【図７】前記図６のような動作を実現するタイミングジェネレータの電気的構成を示すブ
ロック図である。
【図８】表示パネルのアクティブ素子の部分の断面図である。
【図９】（ａ）ないし（ｃ）は、本発明の実施の他の形態の表示装置である液晶表示装置
による表示例を示す図である。
【図１０】液晶の印加電圧と透過率との関係を示すグラフである。
【図１１】本発明の実施のさらに他の形態の表示装置である液晶表示装置の電気的構成を
示すブロック図である。
【図１２】図１１で示す液晶表示装置のフレーム制御回路の一構成例を示す回路図である
。
【図１３】図１１で示す液晶表示装置の一駆動例を説明するための波形図である。
【図１４】本発明の実施の他の形態の表示装置である液晶表示装置の電気的構成を示すブ
ロック図である。
【図１５】図１４で示す液晶表示装置における転送位置指示回路の一構成例を示す回路図
である。
【図１６】図１４で示す液晶表示装置の一駆動例を説明するための波形図である。
【図１７】前記図１６のような駆動による表示例を示す図である。
【図１８】図１４で示す液晶表示装置による他の表示例を示す図である。
【図１９】本発明の実施の一形態の表示装置において極性反転を行う回路の第１の構成を
示すブロック図である。
【図２０】本発明の実施の一形態の表示装置において極性反転を行う回路の第２の構成を
示すブロック図である。
【符号の説明】
１１，２１，３１　　液晶表示装置（表示装置）
１２，１２ａ，１２ｂ　　表示部
１３，１３ａ，１３ｂ，１５　　シフトレジスタ
１４，１４ａ　　サンプリング回路
１６　　ラッチ回路
１７，１７ａ，１７ｂ　　セレクタ
１８　　インタフェイス部
１９　　カウンタ
２０　　タイミングジェネレータ
２２　　フレーム制御回路
３２　　切換え回路
３３　　転送位置指示回路
４０　　極性設定回路（極性設定手段）
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５０　　極性自動調整回路（極性設定手段、極性自動調整手段）
Ａ１～Ａｍ　　ＮＡＮＤゲート（第２の論理回路）
Ｂ１～Ｂｍ　　ＮＯＲゲート（第１の論理回路）
ＣＬ　　液晶容量
Ｃｐ　　画素容量
Ｃｓ　　補助容量
ＣＯＭＰ１～ＣＯＭＰｋ　　コンパレータ
ＣＴＬ，ＣＴＬａ，ＣＴＬｂ　　制御信号発生回路
Ｆ１～Ｆｍ　　シフトレジスタ
Ｇ１～Ｇｍ　　走査信号線
ＧＤ，ＧＤ’，ＧＤａ，ＧＤｂ　　走査信号線駆動回路
ＧＤ１，ＧＤ２　　走査信号線駆動部（ドライバ）
ＩＮＶ　　インバータ
Ｐ１　　部分表示領域（表示領域）
Ｐ１ａ　　多階調表示領域（表示領域）
Ｐ２　　非表示領域
Ｐ２ａ　　２値表示領域（表示領域）
Ｐ１ｂ　　２値表示領域（表示領域）
Ｐ２ｂ　　多階調表示領域（表示領域）
Ｐ３ｂ　　２値表示領域（表意領域）
Ｐ１ｃ　　２値表示領域（表示領域）
Ｐ２ｃ　　多階調表示領域（表示領域）
Ｐ３ｃ　　非表示領域
ＰＩＸ　　画素
ＰＷＣ　　パルス幅制御信号
Ｑ１，Ｑ１１　　アナログスイッチ
Ｑ２，Ｑ１２　　スイッチ
Ｒ１～Ｒｋ　　レジスタ
Ｓ１～Ｓｎ　　データ信号線
ＳＤ１，ＳＤ１ａ，ＳＤ１ｂ　　データ信号線駆動回路（多階調ドライバ）
ＳＤ２，ＳＤ２ａ　　データ信号線駆動回路（２値ドライバ）
ＳＷ　　アクティブ素子



(42) JP 4190862 B2 2008.12.3

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(43) JP 4190862 B2 2008.12.3

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(44) JP 4190862 B2 2008.12.3

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(45) JP 4190862 B2 2008.12.3

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(46) JP 4190862 B2 2008.12.3

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】



(47) JP 4190862 B2 2008.12.3

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｅ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｋ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｈ          　　　　　

(72)発明者  鷲尾　一
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
(72)発明者  海瀬　泰佳
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
(72)発明者  辻野　幸生
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
(72)発明者  前田　和宏
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
(72)発明者  ▲高▼橋　敬治
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
(72)発明者  久保田　靖
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
(72)発明者  青木　俊也
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内

    審査官  中村　直行

(56)参考文献  特開２００１－２４２８１８（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－３４３９２８（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－１８７４７０（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－０５５９０９（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１０９４３９（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G09G   3/00 - 3/38
              G02F   1/133



专利名称(译) 显示装置及其驱动方法

公开(公告)号 JP4190862B2 公开(公告)日 2008-12-03

申请号 JP2002321628 申请日 2002-11-05

[标]申请(专利权)人(译) 夏普株式会社

申请(专利权)人(译) 夏普公司

当前申请(专利权)人(译) 夏普公司

[标]发明人 鷲尾一
海瀬泰佳
辻野幸生
前田和宏
高橋敬治
久保田靖
青木俊也

发明人 鷲尾 一
海瀬 泰佳
辻野 幸生
前田 和宏
▲高▼橋 敬治
久保田 靖
青木 俊也

IPC分类号 G09G3/36 G02F1/133 G09G3/20

CPC分类号 G09G3/3688 G09G3/3614 G09G3/3648 G09G3/3666 G09G3/3677 G09G2310/0213 G09G2310/0232 
G09G2310/027 G09G2310/0283 G09G2310/0297 G09G2310/04 G09G2320/0214 G09G2320/10 
G09G2330/021

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.550 G09G3/20.611.A G09G3/20.621.B G09G3/20.621.D G09G3/20.621.E 
G09G3/20.621.K G09G3/20.623.H G11C19/00 G11C19/00.J

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA31 2H093/NA46 2H093/NB15 2H093/NC09 2H093/NC11 2H093/NC16 2H093
/NC22 2H093/NC23 2H093/NC25 2H093/NC26 2H093/NC27 2H093/NC29 2H093/NC34 2H093/ND01 
2H093/ND39 2H093/ND47 2H093/ND54 2H093/NH16 2H093/NH18 2H193/ZA04 2H193/ZC27 2H193
/ZF24 2H193/ZF37 5B074/AA10 5B074/CA01 5C006/AC26 5C006/AF31 5C006/AF41 5C006/BB16 
5C006/BF03 5C006/BF14 5C006/BF26 5C006/FA03 5C006/FA47 5C080/AA10 5C080/BB06 5C080
/CC01 5C080/CC08 5C080/DD26 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/JJ01 5C080/JJ02 5C080/JJ03 
5C080/JJ04 5C080/JJ06

代理人(译) 木岛隆一
金子 一郎

审查员(译) 中村直之

优先权 2001384105 2001-12-18 JP

其他公开文献 JP2003248468A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/12c24708-0e2e-42d8-bd79-505352f5d3ce
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/026625107/publication/JP4190862B2?q=JP4190862B2


要解决的问题：在限制TFT有源矩阵型液晶显示装置11中的功耗的同时
提高部分驱动的质量。解决方案：用于控制写入像素的控制信号产生电
路CTL PIX指示数据信号线驱动电路SD2用于驱动非显示区域中的像素以
写入电压VB或电压VW，用于不仅在第一帧中而且在每个任意帧中周期
性地或一次地不显示。换句话说，与用于刷新每帧的像素的数据信号线
驱动电路SD1相比，显示区域中的像素以更长的间隔刷新。因此，可以
防止在显示区域上的不必要的显示，因为即使有源元件的移动性高并且
漏电流在显示区域中，对显示区域中的像素的写入也对非显示区域中的
像素产生不利影响。 OFF状态很大，或者即使由于使用背光而产生的光
电效应累积了大量电荷，因此可以在限制功耗的同时提高部分显示的质
量。 Ž


